
か鴎、タ、y
ロココ「

貝
い

物
「
こ
だ
わ
り
」
分
析

東
急
エ
⊥
ン
ェ
ン
シ
ー
大
量
デ
ー
タ
使
い

東
急
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

は
、
消
費
者
の
買
い
物
に
対

三
三
「
㍉
㍉

出
す
？
匿
名
化
し
た
大
量
の

購
買
履
歴
デ
ー
タ
を
分
析

し
、
消
贅
者
が
物
を
選
ぶ
時

の
癖
な
ど
を
推
定
す
る
。
こ

の
ほ
ど
産
業
技
術
総
合
研
究

所
と
組
ん
で
分
析
技
術
の
開

発
を
始
め
た
。
2
0
1
4
年

度
中
の
実
用
化
を
め
ざ
す
。

東
急
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
の

顧
客
企
業
の
協
力
を
得
て
匿

名
化
し
た
購
買
履
歴
デ
ー
タ

を
収
集
・
分
析
す
る
。
従
来

の
消
費
者
分
析
で
は
興
味
や

関
心
が
あ
る
分
野
の
推
定
に

と
ど
ま
る
こ
と
が
多
か
っ
た

が
、
新
し
い
取
り
組
み
で
は

物
を
選
ぶ
時
の
癖
や
隠
れ
た

消
費
行
動
の
規
則
性
な
ど

発
見
に
取
り
組
む
。

例
え
ば
「
平
日
は
節
約
す

る
が
休
日
や
記
念
日
に
は
奮

発
す
る
」
　
「
子
供
の
食
品
に

は
多
少
高
価
で
も
安
心
な
も

の
を
並
べ
た
い
」
－
1
と

い
っ
た
買
い
物
時
の
こ
だ
わ

り
が
似
た
消
菜
者
を
類
型

そ
れ
ぞ
れ
に
効
果
的
な

告
や
ク
ー
ポ
ン
を
配
信
す

。
分
析
結
果
を
使
え
ば
、

経
験
豊
富
な
担
当
者
で
な
く

て
も
精
度
の
高
い
販
促
が
打

ち
や
す
く
な
る
と
い
う
。



ネ
ッ
ト
接
続
拠
点
に

電
通
、
広
告
見
た
後
に
無
料

ま
ず
J
R
秋
葉
原
駅
前
に
設

置
す
る
（
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
）

電
通
は
6
月
、
屋
外
看
板

を
無
線
L
A
N
（
構
内
情
報

通
信
網
）
　
「
W
・
1
－
F
・
1
」

（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）
拠
点
と
し

て
活
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
始

め
る
。
近
く
に
い
る
消
費
者

が
広
告
を
閲
覧
し
た
後
に
無

料
で
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き

る
。
企
業
は
割
引
ク
ー
ポ
ン

を
一
緒
に
配
る
と
い
っ
た
販

促
が
で
き
る
。
ま
ず
東
京
・

秋
葉
原
で
取
り
組
み
、
順
次

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
を
広
げ

る。
高
速
無
線
通
信
サ
ー
ビ
ス

を
手
が
け
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
の
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ゲ
」
ト
な

ど
と
連
携
し
て
事
業
を
展
開

す
る
。
消
菜
者
は
看
板
の
近

く
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス

マ
ホ
）
や
タ
ブ
レ
ッ
．
十
（
多

機
能
携
帯
端
末
）
で
W
・
1
－

F
・
1
の
接
続
先
を
選
ぶ
。
広

告
主
が
指
定
す
る
サ
イ
ト
を

閲
覧
し
た
後
に
ネ
ッ
ト
を
使

え
る
よ
う
に
な
る
。
利
用
時

間
は
無
制
限
で
ど
の
通
信
事

業
者
の
ス
マ
ホ
も
使
え
る
と

いう。屋
外
で
の
高
速
無
線
ネ
ッ

ト
接
続
は
、
消
費
者
が
通
信

事
業
者
に
月
額
料
金
を
払
っ
′

駅
前
で
始
め
、
新
宿
な
ど
通

行
量
の
多
い
場
所
に
広
げ
る

計
画
。
3
年
で
1
0
カ
所
程
度

を
め
ざ
す
。
無
料
の
ネ
ッ
ト

接
続
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
や
カ
フ
ェ
チ
ェ
ー
ン
な

ど
特
定
の
施
設
内
で
は
増
え

始
め
て
い
る
。
屋
外
に
も
広

が
れ
ば
消
費
者
の
利
便
性
が

高
ま
り
そ
う
だ
。

て
契
約
す
る
方
式
が
一
般

的
。
電
通
と
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ゲ

ー
ト
は
、
広
亭
王
が
ネ
ッ
ト

接
続
費
用
を
負
担
す
る
こ
と

で
無
料
の
ネ
ッ
ト
接
続
拠
点

を
広
げ
て
い
く
。

ま
ず
6
月
に
1
R
秋
葉
原
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米
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
（
M
S
）
は
1
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
閲
覧
ソ
フ
ト
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
（
I
E
）
」
に
見
つ
か
っ
た
欠
陥
の
修
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

配
布
し
始
め
た
。
4
月
上
旬
に
サ
ポ
ー
ト
を
終
了
し
た
基
本
ソ
フ
ト
（
O
S
）
　
「
ウ
ィ
ン

ド
ウ
ズ
X
P
」
ま
で
対
象
に
含
め
る
な
ど
異
例
の
対
応
と
な
る
。
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
広
が

る
中
で
早
期
に
決
断
し
た
格
好
だ
が
、
脅
威
が
完
全
に
消
え
去
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

「
今
回
の
脆
弱
性
に
関
す

る
最
初
の
報
告
を
受
け
、
速

や
か
に
全
て
の
顧
客
に
修
正

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ
．

と
を
決
め
た
」
。
M
S
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
部
門
幹
部
、

エ
イ
ド
リ
ア
ン
・
ホ
ー
ル
氏

は
ブ
ロ
グ
で
こ
う
述
べ
た
。

同
社
は
4
月
2
6
日
、
I
E

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
6
か
ら
最
新

の
1
1
ま
で
に
未
修
正
の
欠
陥

が
見
つ
か
っ
た
と
発
表
し

た
。
通
常
は
第
2
火
曜
日
に

修
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
配
布
す

る
の
を
今
回
は
緊
急
に
対

応
。
搭
載
パ
ソ
コ
ン
が
攻
撃

さ
れ
る
事
例
が
報
告
さ
れ
た

た
め
「
X
P
」
サ
ポ
ー
ト
終

了
後
で
も
特
別
に
対
応
し

た。
未
修
正
の
欠
陥
は
カ
ギ
の

か
か
ら
な
い
ド
ア
を
放
置
す

る
よ
う
な
も
の
で
、
サ
イ
バ

ー
攻
撃
者
は
簡
単
に
侵
入
で

き
る
。
企
業
や
個
人
は
パ
ソ

コ
ン
に
備
わ
っ
て
い
る
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
機
能
な
ど
で
修
正

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
適
用
す
れ
ば

当
面
の
危
険
性
を
避
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
だ
が
こ
れ
で
脅
威
が
去

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

実
際
、
パ
ソ
コ
ン
に
搭
載

さ
れ
る
ソ
フ
ト
か
ら
未
修
正

の
欠
陥
が
見
つ
か
る
数
は
急

増
し
て
い
る
。
2
0
1
3
年

は
2
3
個
と
1
1
年
の
3
倍
弱
に

増
え
た
。
そ
れ
だ
け
欠
陥
が

見
つ
か
る
の
は
、
攻
撃
者
が

よ
り
真
剣
に
攻
撃
箇
所
を
探

企
業
狙
う
攻
撃
高
度
に

し
て
い
る
証
し
。
米
国
土
星

全
保
障
者
が
4
月
2
8
日
に
I

E
を
利
用
し
な
い
よ
う
異
例

の
警
告
を
出
し
た
の
も
、
今

回
の
欠
陥
を
突
い
た
サ
イ
バ

ー
攻
撃
が
米
国
で
大
規
模
に

発
生
し
て
い
た
た
め
だ
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
大
■

手
、
米
フ
ァ
イ
ア
・
ア
イ
に
〝

よ
る
と
、
米
国
の
防
衛
産
琴

や
金
融
機
関
な
ど
に
攻
撃
が
山

広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
「
攻
撃
の

残
さ
ず
手
法
も
新
し
い
。
攻

撃
者
の
技
術
は
非
常
に
高
度

で
洗
練
さ
れ
て
い
る
」
。
フ

ァ
イ
ア
・
ア
イ
日
本
法
人
の

（
C
T
O
）
僧
指
摘
す
る
。

攻
撃
者
は
今
回
、
「
水
飲

み
場
型
」
と
呼
ぶ
新
し
い
攻

撃
手
法
を
使
っ
た
。
草
原
の

オ
ア
シ
ス
に
集
ま
る
草
食
動

物
を
肉
食
動
物
が
狙
う
よ
う

に
、
攻
撃
者
は
棲
的
を
調
べ

上
げ
、
彼
ら
が
よ
く
見
る
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
欠
陥
を
突
く

攻
撃
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
し
か
け

る
。
あ
と
は
標
的
の
社
員
が

I
E
で
そ
の
サ
イ
ト
を
見
る

－
一
滴
倍
増
滴
瀾
眉
牒

未
修
正
の
欠
陥
を
使
っ
た
水

飲
み
場
型
攻
撃
は
、
日
本
で

も
昨
年
1
0
月
に
発
覚
し
て
い

る
。
攻
撃
者
は
官
公
庁
な
ど

複
数
の
模
的
を
狙
い
、
自
治

体
情
報
を
配
信
す
る
会
員
向

け
サ
イ
ト
や
地
方
新
聞
の
サ

イ
ト
な
ど
を
水
飲
み
場
と
し

て
悪
用
し
た
。
公
式
な
被
害

発
表
は
な
か
っ
た
が
、
自
治

体
や
等
庁
で
職
員
の
情
報
な

ど
が
漏
洩
し
た
よ
う
だ
。
「
攻

撃
者
は
未
修
正
の
欠
陥
を
い

く
つ
も
ス
ト
ッ
ク
し
て
お

り
、
日
本
で
も
次
の
攻
撃
が

い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く

な
い
」
　
（
三
輪
底
）

対
策
は
急
務
だ
。
こ
れ
ま

セ
企
業
は
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入

を
防
ぐ
「
入
り
口
対
策
」
を

百
祝
し
て
き
た
が
、
今
後
は

だ
け
で
本
人
に
気
づ
か
れ
ぬ

ま
ま
に
パ
ソ
コ
ン
へ
の
侵
入

口
を
開
け
る
格
好
だ
。

実
は
今
回
と
別
の
I
E
の

一

訂
時
代
に
な
っ
て
い
る
。

ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
い
か
に

早
く
検
知
し
、
情
報
漏
洩
を

防
ぐ
か
と
い
う
「
出
口
対
策
」

も
重
要
。
パ
ソ
コ
ン
や
サ
ー

バ
ー
に
搭
載
さ
れ
た
ソ
フ
ト

に
は
欠
陥
が
必
ず
あ
り
、
素

早
い
適
用
も
必
要
と
な
る
。

い
ず
れ
も
費
用
が
か
か
る
が

サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
企
業
リ
ス

ク
と
捉
え
、
備
え
が
不
可
欠

（
井
上
英
明
、
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
＝
小
川
義
也
）
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補助金で年収500万円保証

海業の新陳代謝狙う

起
業
促
進
へ
税
優
遇
拡
大

政
府
は
6
月
に
ま
と
め
る

成
長
戦
略
で
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
へ
の
投
資
を
促
す
た
め

の
税
制
優
遇
の
拡
大
を
盛
り

込
む
検
討
に
入
っ
た
。
経
済

成
長
に
不
可
欠
な
企
業
の
新

陳
代
謝
を
促
す
狙
い
。
併
せ

て
、
補
助
金
で
起
業
家
に
一

定
の
年
収
を
保
証
す
る
制
度

も
創
設
し
、
優
れ
た
ア
イ
デ

ア
を
持
っ
た
人
が
創
業
し
や

す
い
環
境
を
整
え
る
。
会
社

勤
め
の
人
の
独
立
や
創
業
を

し
や
す
く
す
る
兼
業
や
副
業

の
指
針
も
整
備
す
る
。

政
府
は
昨
年
ま
と
め
た
成

長
戦
略
で
日
本
の
開
業
率
を

欧
米
並
み
の
1
0
％
に
引
き
上

げ
る
目
標
を
定
め
た
。
し
か

し
、
現
状
で
は
半
分
以
下
の

4
・
5
％
と
低
く
、
「
連
の

施
策
に
よ
っ
て
テ
コ
入
れ
を

図
る
こ
と
に
し
た
。

柱
の
一
つ
は
べ
遥
雫
■
音
、

企
業
へ
の
投
資
を
促
す
「
エ

ン
ジ
ェ
ル
税
制
」
の
拡
充
だ
。

現
在
は
税
優
遇
が
認
め
ら
れ

る
投
資
対
象
の
企
業
は
．
「
設

立
か
ら
3
年
未
満
」
だ
が
、

2
0
1
5
年
度
に
も
「
5
年

未
満
」
ま
で
要
件
を
緩
和
す

る。
資
金
繰
り
が
厳
し
い
時
期

の
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
投
資
家
の

資
金
が
集
ま
り
や
す
く
し
、

経
営
が
安
定
軌
道
に
乗
る
の

▼
エ
ン
ジ
ェ
ル
税
制
　
個

人
が
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
出

資
し
た
と
き
、
株
式
の
取
得

額
の
一
部
ま
た
は
全
額
を
課

税
所
得
か
ら
控
除
で
き
る
制

度
。
日
本
で
は
利
用
の
制
限

が
多
く
、
企
業
経
営
者
や
与

覚
か
ら
改
正
を
求
め
る
声
が

多
い
。
米
国
や
英
国
で
は
取

得
し
た
株
式
価
値
が
目
減
り

し
た
場
合
に
所
得
か
ら
差
し

引
け
る
仕
組
み
も
あ
り
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
投
資
へ
の
リ
ス
ク

を
軽
減
し
て
い
る
。

を
手
助
け
す
る
。

所
得
か
ら
控
除
で
き
る
金

額
の
上
限
も
引
き
上
げ
る
。

投
資
し
た
金
額
と
は
ぽ
同
額

を
控
除
す
る
原
則
だ
が
、
上

限
の
1
0
0
0
万
円
を
超
え

て
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
出
資

し
た
分
は
控
除
さ
れ
な
い
た

め
、
よ
り
多
く
投
資
す
る
意

欲
が
滞
れ
る
と
の
批
判
が
あ

る
。
現
状
の
上
限
額
の
1
0

0
0
万
円
を
数
千
万
円
に
引

き
上
げ
る
案
が
あ
る
。
投
資

対
象
を
経
営
状
態
の
悪
い
企

業
に
限
る
「
営
業
キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー
が
赤
字
」
と
い
う

条
件
も
な
く
し
、
黒
字
企
業

も
対
象
に
加
え
る
方
針
だ
。

エ
ン
ジ
ェ
ル
税
制
を
利
用

す
る
企
業
数
は
年
間
で
4
8
社

（
1
3
年
度
）
し
か
な
い
。
こ

れ
を
使
っ
た
投
資
額
も
ピ
ー

ク
の
0
8
年
度
で
1
1
億
円
と
、

同
様
の
税
制
が
充
実
し
て
い

る
英
国
の
数
十
分
の
l
～
1

0
0
分
の
1
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
政
府
は
一
連
の
施
策

を
年
末
に
ま
七
め
る
1
5
年
度

税
制
改
正
大
綱
に
盛
り
込
む

こ
と
を
め
ざ
し
、
与
党
と
調

整
す
る
。
成
長
戦
略
や
税
制
改
正
に

関
連
し
て
、
経
済
産
業
省
は

さ
ら
に
起
業
家
の
収
入
と
活

動
費
用
を
保
証
す
る
取
り
組

み
も
始
め
る
。
■
所
管
の
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合

開
発
機
構
（
N
E
D
O
）
が

年
1
0
～
1
5
組
の
起
業
家
を
公

募
し
、
1
人
あ
た
り
5
0
0

万
円
の
年
収
と
ュ
組
あ
た
り

年
1
5
0
0
万
円
の
活
動
費

を
支
給
す
る
。

5
月
か
ら
起
業
家
を
募

り
、
7
月
か
ら
資
金
を
支
給

す
る
。
最
大
で
2
年
間
、
起

業
家
の
生
宿
を
保
証
す
る
。

開
業
率
を
飛
躍
的
に
向
上
さ

せ
た
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ル
コ
ジ

前
政
権
を
参
考
に
し
た
施
策

だ
が
、
企
業
家
精
神
と
安
定

し
た
生
治
の
保
証
の
両
立
が

課
題
に
な
る
と
み
ら
れ
る
。

経
産
省
は
会
社
員
が
職
に

就
い
た
ま
ま
起
業
を
準
備
で

き
る
よ
う
に
「
兼
業
・
副
業
」

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
早
け
れ

ば
年
内
に
も
策
定
す
る
。
全

国
の
個
人
に
聞
い
た
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
で
は
企
業
の
7
割

が
兼
業
や
副
業
を
認
め
て
い

な
い
が
、
従
業
員
の
5
割
は

「
認
め
ら
れ
れ
ば
や
り
た
い
」

と
回
答
し
て
い
る
。
企
業
の

従
業
員
が
安
定
し
た
職
を
維

持
し
な
が
ら
独
立
の
準
備
を

進
め
る
の
を
容
認
す
る
よ
う

に
、
政
府
は
産
業
界
に
働
き

か
け
る
。



′
T
A

翌
日
楽
を
ク
ラ
ウ
ド
保
存

叫

ア
ッ
プ
ル
日
本
で
サ
ー
ビ
ス
開
始

米
ア
ッ
プ
ル
は
2
日
、
音

楽
を
ク
ラ
ウ
ド
上
に
保
存

し
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

グ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
な
ど
複

数
の
端
末
で
い
つ
で
も
聴
け

る
「
・
1
T
u
n
e
S
・
M
a

l
C
h
（
ア
イ
チ
ュ
ー
ン
ズ

・
マ
ッ
チ
）
」
の
サ
ー
ビ
ス

を
日
本
で
開
始
し
た
。

日
本
で
は
著
作
権
保
護
や

売
り
上
げ
へ
の
影
響
を
懸
念

す
る
レ
コ
ー
ド
会
社
の
反
発

が
根
強
か
っ
た
が
、
交
渉
が

進
み
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
可
能

と
な
っ
た
。
同
サ
ー
ビ
ス
の

開
始
は
日
本
で
1
1
7
カ
国

目。
配
信
サ
イ
ト
か
ら
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
、
C
D
か
ら
の
取

り
込
み
な
ど
楽
曲
の
入
手
法

は
問
わ
ず
、
2
万
5
千
曲
ま

で
ク
ラ
ウ
ド
上
に
保
存
で
き

る
。
最
大
1
0
端
末
か
ら
聴
け
、

年
額
3
9
8
0
円
。

・・・・



LI NEの格安電話

i Phon eに対応

通話料1分2円から

無
料
通
話
・
チ
ャ
ッ
ト
ア

プ
リ
の
L
I
N
E
（
東
京
・

渋
谷
）
は
2
日
、
一
般
の
電

話
と
格
安
で
通
話
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
産
米
ア
ッ
プ
ル
の

「
・
1
P
h
O
n
e
（
ア
イ
フ

ォ
ー
ン
）
」
で
も
使
え
る
よ

う
に
し
た
と
発
表
し
た
。
従

来
は
米
グ
ー
グ
ル
の
基
本
ソ

フ
ト
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
」
を

搭
載
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
ス
マ
ホ
）
だ
け
だ
っ
た
。

変
わ
ら
ず
、
1
分
2
円
か
ら

利
用
で
き
る
。

L
I
N
E
の
ア
プ
リ
の
機

能
の
一
つ
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
回
線
を
利
用
し
て
通
話

す
る
「
L
I
N
E
電
話
」
が

i
P
h
O
n
e
に
対
応
し

た
。
L
I
N
E
は
ア
プ
リ
を

入
れ
た
ス
マ
ホ
同
士
で
無
料

通
話
で
き
る
の
が
特
徴
だ

が
、
固
定
電
話
や
ア
プ
リ
が

入
っ
て
い
な
い
携
帯
電
話
と

月
に
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
向
け
に

有
料
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し

た
。
こ
の
ほ
ど
ア
ッ
プ
ル
の

審
査
が
通
り
、
1
P
h
O
n

e
で
も
使
え
る
よ
う
に
な
っ

た。
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

の
は
日
本
や
米
国
な
ど
‖
カ

国
で
、
世
界
2
0
0
以
上
の

国
・
地
域
に
発
信
で
き
る
。

通
話
料
は
圏
内
の
固
定
電
話

へ
1
分
2
円
、
携
帯
電
話
へ



富士通
フユートレック

富士通などの「バーチャル秘書」のしくみ 

A社のシ女手ム 

商品　　在庫管理スケ＿＿ 

誓讐㌍警ジニケ… 
l③横断検索 

富士通のクラウド・ 
②博声認識エンジンl 

ゝ A社の社員 

話しかけて在庫確認

h
l
ノ

A「
ダ

タ
ブ
レ
ッ
ト
、
秘
書
代
わ
り
に

富
士
通
は
童
戸
認
識
ソ
フ
ト
ウ
ク
と
組
み
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
多
機

エ
ア
を
開
発
す
る
フ
ユ
ー
ト
レ
ッ
能
携
帯
端
末
）
な
ど
の
情
報
端
末

・

に
話
し
か
け
る
と
必
要
な
情
報

を
画
面
に
表
示
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
7
月
か
ら
始
め
る
。
カ
タ
ロ

グ
や
在
庫
、
会
議
室
の
予
約
な

ど
必
要
な
情
報
を
即
座
に
返

す
。
端
末
を
「
秘
書
代
わ
り
」

に
使
え
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
法

人
向
け
に
売
り
出
す
。

「
今
月
中
に
8
0
台
納
品
で
き

る
1
0
万
円
以
下
の
パ
ソ
コ
ン
の

リ
ス
ト
を
表
示
し
て
」
　
「
A
さ

ん
と
B
さ
ん
が
2
人
と
も
1
時

間
空
い
て
い
て
、
会
議
室
が
取

れ
る
日
時
を
教
え
て
」
な
ど
と

声
を
か
け
る
と
、
結
果
を
表
示

する。富
士
通
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
に
在
庫
管
理
や
会
議
室
予
約

な
ど
の
各
種
機
能
を
取
り
入

れ
、
横
断
的
に
検
索
で
き
る
よ

う
に
し
た
。
フ
ェ
ー
ト
レ
ッ
ク

の
童
戸
認
識
技
術
を
組
み
合
わ

せ
、
業
界
や
企
業
の
専
門
用
語

も
認
識
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

利
用
料
金
は
社
員
1
人
あ
た

り
月
1
千
円
前
後
で
調
整
し
て

いる。
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データセクション

カンム

カード顧客の買い物推測

データ分析市境は拡大が続く 
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1．0 0．5 0 �圏 �　デう lち ∑i・黍′・ノごご忘冒 し連ク 17 

2012年 

（注）旧Cジャパンの調査より作成 

T
B
S
番
組
反
応
分
析

デ
ー
タ
解
析
を
手
が
け
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
大
手

企
業
と
提
携
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
書
き
込
ま
れ
る
投
稿
を
効
率
よ
く
収
集
・

分
析
し
た
り
、
企
業
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
有
効
な
情

報
を
抽
出
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
生
か
し
た
り
す
る
。

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
事
業
革
新
を
進
め
た
い
大
手
が
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
が
抱
え
る
最
先
端
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

積
極
的
に
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

デ
ー
タ
セ
ク
シ
ョ
ン
（
東

京
・
渋
谷
、
沢
博
史
社
長
）

は
T
B
S
グ
ル
ー
プ
と
資
本

業
務
提
携
し
、
T
B
S
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
の
フ
ァ
ン
ド
か
ら
出
資
を

受
け
た
。
金
額
は
非
公
表
だ

が
1
億
円
弱
と
み
ら
れ
る
。

2
0
0
0
年
設
立
の
デ
ー

タ
セ
ク
シ
ョ
ン
は
「
ビ
ッ
グ

大
手
、
ス
ピ
ー
ド
重
視
に

外
部
か
ら
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ

デ
ー
タ
」
の
解
析
分
野
で
は

先
駆
け
の
1
社
と
さ
れ
る
。

ブ
ロ
グ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
ネ
ッ
ト

上
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

に
流
れ
る
書
き
込
み
の
収
集

・
分
析
ノ
ウ
ハ
ウ
に
強
み
を

持
ち
、
書
き
込
み
の
解
析
量

は
月
2
0
億
件
を
超
え
る
。

T
B
S
グ
ル
ー
プ
と
の
操

大
手
が
デ
ー
タ
解
析
を
得

意
と
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
協

■
業
す
る
背
景
に
は
意
識
変
化

も
あ
り
そ
う
q
I
T
（
情
報

嶺
術
）
分
野
で
日
進
月
歩
の

最
先
端
技
術
を
活
用
す
る
に

は
自
前
主
義
で
は
追
い
つ
か
▲

な
い
。
競
争
要
件
が
変
わ
る
ー

恵
か
早
期
の
事
業
化
を
見
据

携
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
に
投
稿
さ
れ
る
テ
レ
ビ

番
組
の
評
判
分
析
な
ど
で
共

同
研
究
を
始
め
る
。
例
え
ば
、

特
定
番
組
の
放
送
中
に
視
聴

者
が
投
稿
し
た
コ
メ
ン
ト
を

収
集
。
番
組
の
ど
の
部
分
に

視
聴
者
が
反
応
し
た
か
を
細

か
く
把
握
す
る
。
誰
と
、
何

を
し
な
が
ら
、
何
を
食
べ
な

考
自
社
に
な
い
技
術
や
ノ

ヴ
ハ
ク
を
積
極
的
に
外
部
に

東
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ベ
ン
ヂ
ャ
ー
と
大
手
を
橋

渡
し
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
盛
況

だ
。
ト
ー
マ
ツ
ベ
ン
チ
ャ
ー

サ
ボ
」
ト
（
垂
早
千
代
田
）

や
野
村
証
券
な
ど
は
昨
年
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
経
営
者
に
よ
る

が
ら
番
組
を
見
て
い
た
か
も

浮
き
彫
り
に
す
る
。

・
「
番
組
ご
と
に
視
聴
者
の

属
性
や
視
聴
ス
タ
イ
ル
を
き

め
細
か
く
把
撞
で
き
れ
ば
、

番
組
づ
く
り
に
生
か
せ
る
だ

け
で
な
く
、
広
告
価
値
が
高

ま
る
可
能
性
が
あ
る
」
　
（
T

B
S
次
世
代
ビ
ジ
ネ
ス
企
画

室
投
資
戦
略
部
）
。
視
聴
率

の
低
い
深
夜
番
組
で
も
視
聴

者
像
が
明
確
な
ら
ば
ス
ポ
ン

サ
ー
を
開
拓
し
や
す
い
。

カ
ン
ム
（
東
京
・
渋
谷
、

八
巻
渉
社
長
）
は
ク
レ
デ
ィ

セ
ゾ
ン
と
昨
年
提
携
し
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
員
の
決

済
履
歴
や
属
性
に
基
づ
き
、

特
典
付
き
ク
ー
ポ
ン
を
配
信

し
て
い
る
。
購
買
履
歴
を
解

析
し
て
行
動
特
性
を
予
測
。

そ
の
人
が
買
い
そ
う
な
商
品

の
広
告
を
表
示
す
る
。
購
買

情
報
が
た
ま
れ
ば
た
ま
る
ほ

ど
行
動
特
性
の
分
析
精
度
が

上
が
り
、
広
告
の
訴
求
効
界

も
高
ま
る
仕
組
み
だ
。

カ
ン
ム
は
言
語
処
理
技
術

に
強
み
を
持
ち
、
決
済
情
報

か
ら
買
い
物
し
た
場
所
や
店

の
情
報
を
抽
出
。
カ
ー
ド
会

員
の
属
性
や
決
済
額
と
組
み

事
業
プ
レ
ゼ
ン
一
刀
巨
シ
ョ
ン

イ
ベ
ン
ト
「
モ
ー
ニ
ン
グ
ピ

ッ
チ
」
壷
始
め
た
。
都
内
で

毎
週
木
曜
の
早
朝
に
開
催
。

毎
回
、
大
事
幹
部
が
数
十
人

出
席
し
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
プ

レ
ゼ
ン
に
耳
を
傾
け
る
。

大
手
に
と
っ
て
は
、
数
あ

る
新
興
企
業
の
中
か
ら
有
選

な
技
術
や
企
業
を
い
か
に
見

つ
け
出
す
か
が
課
題
と
な
る

が
、
「
人
脈
を
持
つ
当
社
が

間
に
入
り
解
済
す
る
」
　
（
ト

ー
マ
ツ
ベ
ン
チ
ャ
ー
サ
ポ
ー

下
）
。
実
際
、
イ
ベ
ン
ト
を

じ
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
大
手
の

引
実
績
も
出
て
い
る
。

通
信
や
放
送
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ル
ト
関
連
の
大
手
を
中
心

に
こ
こ
数
年
、
「
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ

ル
」
と
呼
ば
れ
る
企
業
主
体

の
投
資
会
社
設
立
や
フ
ァ
ン

ド
組
成
も
相
次
い
で
い
る
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
の
投
資
事

業
が
主
目
的
だ
が
、
将
来
の

提
携
候
補
を
発
振
・
育
成
す

る
狙
い
も
あ
る
と
い
う
。

ジ
ャ
パ
ン
ベ
ン
チ
ャ
ー
リ

サ
ー
チ
（
東
京
・
渋
谷
）
に

よ
る
と
、
2
0
1
3
年
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
投
資

額
上
位
3
0
社
の
う
ち
、
7
社

が
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ベ
ン
チ
ャ

ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
だ
っ
た
。

合
わ
せ
、
買
い
物
の
内
容
を

予
測
す
る
。
決
済
情
報
は
暗

号
化
し
て
処
理
し
て
お
り
、

個
人
は
特
定
さ
れ
な
い
。

同
社
は
、
別
の
ベ
ン
チ
ャ

ー
で
デ
ー
タ
解
析
技
術
を
磨

い
た
八
巻
社
長
が
1
・
1
年
に
設

立
し
た
。
セ
ゾ
ン
以
外
の
カ

ー
ド
会
社
へ
の
技
術
提
儀
も

視
野
に
入
れ
て
い
る
。
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i
P
 
t
h
O
n
e
で
1
C
タ
グ
認
識

ケ
ー
ス
型
装
置
開
発

シ
ス
テ
ム
開
発
の
ア
ス
タ

リ
ス
ク
（
大
阪
市
、
鈴
木
規

之
社
長
）
は
米
ア
ッ
プ
ル
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
「
i
P
h

O
n
e
（
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
）
」

で
I
C
タ
グ
を
読
み
取
る
装

置
を
開
発
し
た
。
タ
グ
に
書

装
置
は
携
帯
端
末
に
か
ぶ
せ

て
も
片
手
で
操
作
が
で
き
る

大
き
さ
に
抑
え
た
一
二

き
込
ん
だ
情
報
を
読
み
取
る

無
線
自
動
識
別
（
R
F
I
D
）

技
術
で
、
箱
の
中
や
離
れ
た

場
所
で
も
読
み
取
れ
る
。
倉

庫
や
港
で
の
製
品
管
理
に
使

う
。
6
月
に
販
売
を
始
め
、

2
0
1
5
年
に
は
1
万
台
の

販
売
を
見
込
む
。

韓
国
の
電
子
部
品
メ
ー
カ

ー
と
共
同
開
発
し
た
セ
ラ
ミ

ッ
ク
製
小
型
セ
ン
サ
ー
を
採

用
。
従
来
品
よ
り
8
割
ほ
ど

小
型
化
し
、
装
置
本
体
を
片

手
で
操
作
で
き
る
大
き
さ
に

し
た
。
U
H
F
帯
の
電
波
で
、

約
1
㍍
離
れ
た
場
所
に
あ
る

タ
グ
で
も
読
み
取
れ
る
。

装
置
は
厚
さ
2
増
㍍
ほ
ど

の
ケ
ー
ス
状
で
、
手
の
ひ
ら

に
収
ま
る
大
き
さ
に
仕
上
げ

た
。
「
i
P
h
O
n
e
5
」

「
同
5
S
」
の
ほ
か
、
携
帯

音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
「
・
1
P
O

d
タ
ッ
チ
」
に
装
著
し
て
使

う
。
携
帯
端
末
の
機
能
と
組

み
合
わ
せ
、
位
置
情
報
や
使

用
者
の
署
名
も
加
え
や
」
と

が
可
能
。
価
格
は
1
0
万
円
前

後
と
、
専
用
業
務
端
末
の
約

3
分
の
1
に
抑
え
た
。

す
で
に
大
手
自
動
車
メ
ー

カ
ー
か
ら
2
千
台
を
受
注
し

た
。
港
で
出
荷
車
両
の
管
理

に
使
う
と
い
う
。
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
企
業
な
ど
と
組
み
海
外

に
も
販
売
先
を
広
げ
る
。



〆岬．ナ、あ

サ
イ
バ
ー
被
害
即
時
遮
断

富
士
通
が
ソ
フ
ト
、
拡
散
防
ぐ

富
士
通
は
サ
イ
バ
ー
攻
撃

の
拡
散
を
防
ぐ
ソ
フ
ト
を
開

発
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

ウ
イ
ル
ス
を
検
知
し
た
後
の

通
信
遮
断
な
ど
の
対
応
に
か

か
る
時
間
を
従
来
の
3
0
分
の

1
に
減
ら
す
と
い
う
。
こ
れ

ま
で
人
手
に
頼
っ
て
い
た
初

期
対
応
を
自
動
化
し
た
。
企

業
を
狙
っ
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃

は
高
度
化
し
て
お
り
、
対
策

が
課
題
に
な
っ
て
い
た
。
大
．

企
業
を
中
心
に
8
月
に
も
販

売
を
始
め
る
。

新
し
い
ソ
フ
ト
は
企
業
が

社
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
外

部
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

「
境
界
」
に
設
置
す
る
ウ
イ

ル
ス
検
知
装
置
な
ど
と
情
報

を
や
り
取
り
す
る
。
ウ
イ
ル

ス
を
検
知
す
る
と
ソ
フ
ト
が

自
動
的
に
危
険
度
を
判
別
、

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
端
末

を
自
動
で
割
り
出
し
、
必
要

に
応
じ
て
外
部
と
の
通
信
を

速
断
す
る
仕
組
み
だ
。

こ
う
し
た
初
動
対
応
を
1

分
以
内
に
終
え
る
。
一
般
的

に
は
平
均
で
3
0
分
は
か
か
る

と
い
う
。
富
士
通
グ
ル
ー
プ

内
の
3
5
0
社
で
蓄
積
し
た

デ
ー
タ
を
基
に
判
断
基
準
や

取
る
べ
き
手
順
を
パ
タ
ー
ン

化
し
て
時
間
を
縮
め
た
。

社
内
の
被
害
情
報
の
収
集

も
自
動
化
。
こ
れ
に
よ
り
平

均
で
3
日
か
か
っ
て
い
た
ト

ラ
ブ
ル
の
沈
静
に
か
か
る
時

間
も
1
日
以
内
に
抑
え
ら
れ

る
と
試
算
し
て
い
る
。

価
格
は
数
千
万
円
前
後
に

な
る
見
通
し
。
富
士
通
は
2

0
1
4
年
3
月
期
に
約
7
0

∴
十
＝
圭
∴
‥
圭
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2014年（平成26年）5月8［∃（木曜日）

慶応大環境情報学部長 

村井　純氏 

むらい・じゅん1979年慶応大
工卒、84年同大学院博士課程修了。
インターネット研究に長くかかわ
り日本の第一人者とされる。97年
環境情報学部教授d2009年から現
職。59歳。東京都出身。

国際化へ対応急務

＝つ両‾6㈲‾‾「

大学（講座名） �開講日 

東京（日本中世の自由と平等） �4月14日！ 

慶応義塾（インターネット） �5月19勘 

早稲田（国際安全保障論） �6月16日 

北海道（オープンエデュケーションと未 �7月7日 

乗の学び）‾ 

グロービス経営大学院（経営入門） �8月25日 

名古屋商科（ビジネススクール入門） �9月 

東京（インタラクティブティーチング） �11月 

文化学園（服飾の歴史と文化） �今年夏以 
国際教養（TheUncommohFolk＝英語） 

立命館 

（歴史都市京都の文化・景観・伝統工芸） 

明治（マンガ・アニメ・ゲーム論） 
大手前（俳句一一十七字の世界） 

関西（化学生命工学が作る未来） �降に予定 
大阪（統計学・データ分析） 
広島（経済物理学） 
乗京未来 

（モチベーション・マネジメント） 
立教（交流文学、ブラックホール）など 

大
学
の
講
義
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
無
料
で
受
け
ら
れ
る
「
大
規
模

公
開
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
ム
ー
ク
）
」
の
日
本
版
が
4
月
に
開
講
し
た
。

I
T
（
情
報
技
術
）
を
活
用
し
た
授
業
に
先
駆
け
て
取
り
組
ん
で
き
た

慶
応
義
塾
大
学
環
境
情
報
学
部
の
村
井
純
学
部
長
は
、
ネ
ッ
ト
講
義
は

「
大
学
と
は
何
か
」
と
い
う
根
本
的
な
問
い
を
投
げ
掛
け
、
授
業
の
質

の
向
上
や
教
員
の
意
識
転
換
を
迫
っ
て
い
る
と
説
く
。

1
1
米
国
の
ム
ー
ク
は
世

界
か
ら
1
0
0
0
万
人
近
い

受
講
者
を
集
め
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
講
義
の
急
拡
大
は
何

を
意
味
し
て
い
ま
す
か
。

「
単
位
や
学
位
（
学
士
や

修
士
な
ど
）
を
与
え
る
こ
と

だ
け
が
大
学
の
役
割
な
の
か

が
問
わ
れ
て
い
る
。
ム
ー
ク

の
授
業
を
受
け
て
も
今
は
単

位
に
な
ら
な
い
。
だ
が
米
ム

ー
ク
は
も
と
も
と
米
学
位
授

与
団
体
と
連
携
し
て
お
り
、

い
ず
れ
単
位
を
認
め
る
動
き

に
な
る
だ
ろ
う
。
学
位
や
資

格
を
取
る
の
が
目
的
な
ら
遠

隔
授
業
で
よ
い
。
そ
う
し
た

資
格
系
の
大
学
は
ム
ー
ク
の

登
場
で
転
換
を
迫
ら
れ
る
」

二
万
で
大
学
の
役
割
は

本
来
、
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
、

人
類
が
直
面
す
る
課
題
を
発

見
し
解
決
策
を
探
す
こ
と
に

あ
る
。
新
し
い
技
術
が
広
が

り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む

な
か
大
学
は
そ
れ
を
果
た
せ

て
い
る
の
か
。
ネ
ッ
ト
講
義

が
急
拡
大
し
、
大
学
が
果
た

す
べ
き
役
割
は
何
か
を
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
」

－
－
日
本
で
は
漫
然
と
同

じ
講
義
を
続
け
る
教
員
が
少

な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
意
識

を
変
え
ら
れ

ま
す
か
。

授
業
に
創
意
工
夫
必
須

様
々
で
、
ヤ
ジ
に
近
い
批
判

も
あ
れ
ば
講
義
内
容
へ
の
真

剣
な
批
評
も
あ
る
。
大
学
の

教
室
が
い
か
に
閉
じ
た
空
間

だ
っ
た
か
と
感
じ
た
。
少
人

数
で
な
い
と
で
き
な
い
授
業

も
あ
り
、
ネ
ッ
ト
へ
の
向
き
、

不
向
き
は
あ
る
だ
ろ
う
。
だ

が
評
価
の
あ
り
方
も
多
様
化

する」経
営
モ
デ
ル
課
題

－
よ
亀
子
教
材
を
含
め
、

I
T
導
入
で
日
本
の
大
学
は

遅
れ
が
目
立
ち
ま
す
。
一

「
今
の
学
…

生
は
ネ
ッ
上

社
会
の
申
し
“

子
。
し
か
も

示
質
の
高
い
講
義
を
無
償
で
「

、
公
開
し
た
ら
、
ほ
か
の
大
学
竺

の
教
員
の
仕
事
が
な
く
な
〆

る
』
と
反
発
が
強
か
っ
た
。

く
り
方
を
教
え
た
方
が
理
解

が
早
い
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
一

ど
ん
ど
ん
変
化
す
る
の
に
教

育
だ
け
が
取
り
残
さ
れ
る
の

は
ま
ず
い
。
小
中
学
校
を
含

■
め
、
ま
ず
技
術
を
使
う
環
虜

を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
だ
」

ー
ー
ム
ー
ク
の
課
題
は

で
す
か
。「

ム
ー
ク
が
登
場
し
た

ろ
、
米
国
に
は
『
一
流
大

餌

「
私
の
学
部
が
あ
る
湘
南

藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
（
S
F
C
）

は
1
9
9
0
年
の
開
設
か
ら

I
T
を
積
極
的
に
活
用
し
て

き
た
。
体
育
会
の
遠
征
や
病

気
で
休
ん
だ
学
生
は
後
か
ら

ビ
デ
オ
講
義
を
聴
け
る
。
社

会
人
が
ネ
ッ
ト
で
受
講
し
て

単
位
を
認
め
る
制
度
も
あ

る
。
米
ア
ッ
プ
ル
社
の
専
門

サ
イ
ト
で
授
業
を
公
開
し
、

世
界
ト
ッ
プ
の
受
講
者

め
た
こ
と
も
あ
る
」

「
ネ
ッ
ト
講
義
は
繰
り
返

し
閲
覧
さ
れ
る
の
で
、
同
じ

ネ
タ
や
ジ
ョ
ー
ク
を
使
え
な

い
。
私
は
日
本
版
ム
ー
ク
で

1
9
日
に
開
講
す
る
『
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
』
を
担
当
し
た
。

4
0
コ
マ
の
講
義
を
収
録
す
る

の
に
声
が
か
れ
、
体
力
や
知

力
を
振
り
絞
る
必
要
が
あ
っ

た
。
S
F
C
で
は
1
2
8
人

ネ
ッ
ト
講
義
に
か
か
わ
っ
て

い
る
。
皆
さ
ま
ざ
ま
な
創
意

工
夫
を
し
て
い
る
」

教
員
評
価
多
様
に

．
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．
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．
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米
国
で
ム
ー
ク
が
本
格
始
て
め
で
重
要
な
手
段
に
な
っ
て

動
し
た
の
は
2
年
前
だ
が
、
喜
た
。

講
座
数
や
受
講
者
は
短
期
間
卜
　
国
内
で
も
昨
年
1
0
月
、
「
日

で
急
拡
大
し
た
。
ス
タ
ン
フ
斎
オ
ー
プ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン
教

米
ム
ー
ク
は
原
則
的
に
英

語
で
、
配
信
元
を
各
国
の
ト

ッ
プ
数
校
に
限
っ
て
い
る
。

一
方
、
J
M
0
0
C
は
原
則

ら
、
学
生
が
教
員
を
評
価
す
亮
術
的
に
撃
つ
洗
礼
を
受
け

し
を
迫
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

「
S
F
C
は
開
設
当
初
か

一

　

　

　

　

「
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亡

く

J

′

′

パ
ソ
コ
ン
で
な
く
ス
マ
ー
ト
f
I
ク
が
通
常
の
授
業
に
と

一
「
課
題
に
な
る
の
は
大
学

、
の
経
営
モ
デ
ル
だ
。
学
生
か

ら
高
い
授
業
料
を
集
め
て
教

員
を
雇
っ
て
い
る
の
に
、
そ

こ
で
生
ま
れ
た
授
業
を
学
外

に
タ
ダ
で
捷
供
し
て
よ
い
の

か
と
い
う
議
論
は
あ
る
。
し

か
し
、
情
報
社
会
の
新
し
い

取
り
組
み
と
は
そ
の
よ
う
な

も
の
で
、
試
行
錯
誤
か
ら
解

決
策
が
生
ま
れ
て
く
る
」

る
仕
組
み
を
導
入
し
た
。
学

生
か
ら
『
あ
い
つ
は
何
も
分

か
っ
て
い
な
い
』
な
ど
と
厳

し
い
評
価
を
受
け
る
こ
と
も

あ
り
、
教
員
は
そ
れ
に
慣
れ

た
つ
も
り
だ
っ
た
」

「
だ
が
ネ
ッ
ト
講
義
は
一

度
に
数
万
人
が
聴
く
こ
と
も

あ
り
、
違
う
反
応
が
あ
る
。

受
講
者
の
目
的
や
レ
ベ
ル
も

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
、

■
っ
て
代
わ
り
、
独
占
的
存
在

紆
な
る
わ
け
で
は
な
い
」

て
い
る
。
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
と

い
え
ば
昔
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ

っ
た
が
、
今
は
ア
プ
リ
の
つ

オ
ー
ド
大
学
教
員
が
設
立
し

た
「
コ
ー
セ
ラ
」
に
は
世
界

1
0
8
大
学
が
6
4
0
一
講
座

上
を
提
供
。
ネ
ッ
ト
で
優

な
成
績
を
あ
げ
た
外
国
人

留
学
さ
せ
る
な
ど
学
生
菓

育
推
進
協
議
会
（
l
M
O
O

C
）
」
が
発
足
。
東
京
大
学

が
4
月
に
歴
史
学
の
講
座
を

始
め
た
の
を
皮
切
り
に
、
年

内
に
1
7
大
学
が
ネ
ッ
ト
講
義

の
配
信
を
始
め
る
。

挙
が
参
加
で
き
る
」
　
（
事
務

岳
）
。
日
本
で
は
い
ま
ひ
と

つ
だ
っ
た
ム
ー
グ
の
知
名
度

東
大
は
昨
年
9
月
か
ら
米

コ
ー
セ
ラ
経
由
で
も
英
語
の

授
業
を
配
唐
。
「
国
際
的
な

知
名
度
向
上
は
米
ム
ー
ク
、

少
子
化
や
国
際
化
へ
の
対

竃
の
遅
れ
な
ど
日
本
の
大
学

′「

面
内
向
け
は
1
M
O
O
C

壱
」
　
（
山
内
祐
平
准
教
授
）

も
使
い
分
け
る
戦
略
だ
。

～
だ
が
こ
う
し
た
大
学
空

∴
二
三
∴

は
多
く
の
問
嘗
嘗
し
て

Ⅴ
る
。
特
に
適
万
国
公
立
大

や
中
堅
私
大
豪
り
巻
く
環

謂
れ
鑓
配
択
錮

剣
に
考
え
る
と
き
だ
。



2014年（平成26年）5月12日（月曜盲う

予約管理や請求書作成…

中小・零細企業や個人事業主の業務を
支援するベンチャーが増えている

＝．Å � �元 � � � � � � � ��� � � 

マネーフォ ����請求書を �����ネット上・ ����作成 �・管理、 

ワード ����メール送信も可能 

スマイルワ ����ネット上で他サービスと連携し、 
ークス ����会計処理できる仕組みを開発 

freee ����青色申告や確定申告、会社法に対 

（フ ��ノー） ��応した決算書を作成 

クT．ビック ����企業 ��の予約受ホ ������寸サイトをイ ��乍成。ス 

マホで管理 
＋★ � �元 � � � � � � � � � � � 

コイニー ����スマ ��ホなとに専用機器を取り付け 

クレ半ッヒ中一ド決済・ 

クービックのサービスはスマホ 
だけで操作できる 

「セ空室司一一 �直 子□ りr 

の通知 

日程調整などのやり取 

煩
雑
な
業
務
、
低
価
格
で
支
援

中
小
企
業
の
業
務
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
支
援
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
増
え
て
い
る
。
人
手

を
か
け
ず
に
請
求
等
作
成
や
予
約
管
理
な
ど
の
煩
雑
な
業
務
章
」
な
せ
る
よ
う
に
す
る
。
同
様
の
サ
ー

ビ
ス
は
I
T
（
情
報
技
術
）
大
手
な
ど
も
提
供
し
て
い
る
が
、
ク
ラ
ウ
下
技
術
の
普
及
に
よ
り
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
で
も
低
価
格
で
サ
ー
ビ
ス
を
打
ち
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
同
時
に
、
中
小
・
零
細
企
業
や
個

人
事
業
主
も
使
い
や
す
く
な
っ
て
き
た
。

ク
ラ
ウ
ド
活
用
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
提
供

4
月
に
始
ま
っ
た
ば
か
り

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
1
千
を

超
え
る
事
業
者
が
使
う
予
約

管
理
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

が
あ
る
。
ヘ
ア
サ
ロ
ン
や
ヨ

ガ
ス
タ
ジ
オ
か
ら
、
米
電
気

自
動
車
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
テ
ス

ラ
の
新
車
試
乗
会
、
企
業
の

採
用
活
動
ま
で
利
用
者
は
様

々
。
事
業
者
側
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
だ
け
で

操
作
で
き
る
手
軽
さ
が
人
気

の
秘
密
だ
。

提
供
し
て
い
る
の
は
ク
ー

ビ
ッ
ク
（
東
京
・
文
京
、
倉

岡
寛
社
長
）
。
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
事
業
者
は
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
な
ど
基
本
情
報
を

入
力
す
る
だ
け
で
、
予
約
受

付
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
制
作

し
て
も
ら
え
る
。
サ
イ
ト
上

で
希
望
日
時
な
ど
を
登
録
し

た
消
費
者
の
予
約
情
報
は
事

業
者
の
ス
マ
ホ
に
自
動
で
通

知
さ
れ
る
。
事
業
者
は
メ
ッ

セ
ー
ジ
機
能
を
使
い
日
程
調

盤
な
ど
消
費
者
と
の
や
り
取

り
も
可
能
に
な
る
。

狙
い
は
I
T
の
知
識
を
問

わ
ず
に
使
え
る
サ
ー
ビ
ス
に

よ
る
幅
広
い
事
業
者
の
取
り

込
み
。
I
T
大
手
の
シ
ス
テ

ム
は
機
能
が
豊
富
な
半
面
、

パ
ソ
コ
ン
を
使
う
設
計
に
な

っ
て
お
り
ス
マ
ホ
で
扱
う
に

は
複
雑
す
ぎ
る
。
同
社
は
ス

マ
ホ
で
操
作
し
や
す
い
よ
う

デ
ザ
イ
ン
を
工
夫
し
、
機
能

を
絞
っ
た
。
事
業
者
は
シ
ス

テ
ム
の
維
持
・
管
理
や
運
用

に
人
員
を
割
く
必
要
が
な

く
、
コ
ス
ト
も
抑
え
ら
れ
る
。

現
在
は
販
売
促
進
で
無
料

だ
が
、
今
後
は
3
0
～
1
0
0

件
で
月
額
9
8
0
円
な
ど
予

約
件
数
に
応
じ
た
料
金
設
定

に
す
る
予
定
と
い
う
。

家
計
簿
ア
プ
リ
の
マ
ネ
ー

フ
ォ
ワ
ー
ド
（
東
京
・
港
、

辻
庸
介
社
長
）
は
、
ク
ラ
ウ

ド
上
で
請
求
書
を
作
成
・
管

理
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
5
月

下
旬
に
始
め
る
。
請
求
内
容

を
修
正
し
て
も
ク
ラ
ウ
ド
上

で
情
報
を
共
有
で
き
る
。
請

求
書
を
紙
で
作
成
、
郵
送
す

る
の
と
比
べ
る
と
確
認
が
容

易
に
な
る
ほ
か
、
紛
失
リ
ス

ク
も
避
け
ら
れ
る
。
利
用
は

当
面
無
料
。
請
求
書
の
メ
ー

ル
送
信
も
可
能
だ
。

同
社
の
ク
ラ
ウ
ド
会
計
サ

ー
ビ
ス
と
組
み
合
わ
せ
て
使

え
ば
、
入
金
情
報
に
基
づ
き

売
り
掛
け
デ
ー
タ
も
自
動
処

理
で
き
る
。
会
計
業
務
の
負

担
が
減
る
こ
と
で
、
事
業
主

は
本
業
に
充
て
る
時
間
を
増

や
せ
る
よ
う
に
な
る
。

ス
マ
イ
ル
ワ
ー
ク
ス
（
東

京
・
千
代
田
、
坂
本
恒
之
社

長
）
は
会
計
、
販
売
・
在
庫

管
理
、
給
与
管
理
の
3
機
能

（
そ
れ
ぞ
れ
月
額
3
千
円
か

ら
）
を
持
つ
自
社
の
ク
ラ
ウ

ド
業
務
支
援
サ
ー
ビ
ス
「
ク

リ
ア
ワ
ー
ク
ス
」
と
、
他
社

の
サ
ー
ビ
ス
を
連
携
さ
せ
る

仕
様
を
開
発
し
、
順
次
公
開

す
る
。
電
子
商
取
引
サ
イ
ト

の
販
売
情
報
を
自
動
で
会
計

処
理
す
る
な
ど
、
複
数
サ
ー

ビ
ス
の
連
動
に
よ
り
業
務
効

率
の
改
善
に
つ
な
げ
る
。

開
発
資
金
と
し
て
近
く
グ

ロ
ー
ビ
ス
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
（
重
訳
・
千

代
田
）
と
、
Y
l
キ
ャ
ピ
タ

ル
（
東
京
・
港
）
か
ら
計
2

億
5
千
万
円
を
調
達
す
る
。

L
T
導
入
、
効
果
大
き
く

は
異
な
り
、
管
理
業
務
に
時

間
を
割
か
れ
て
し
ま
う
中
小

・
零
細
の
経
営
者
や
個
人
事

業
主
ら
が
I
T
（
情
報
技
術
）

を
導
入
・
活
用
す
る
効
果
は

「
起
業
意
識
に
関
す
る
調
査
」

に
よ
る
と
、
2
0
0
8
年
以

日
本
政
策
金
融
公
庫
の

降
に
起
業
し
、
現
在
も
事
業

が
継
続
し
て
い
る
4
0
9
件

の
う
ち
、
創
業
者
だ
け
で
運

大
き
い
。
起
業
を
妨
げ
る
要
因
で
は

資
金
不
足
と
並
び
財
務
・
税

務
な
ど
会
計
処
理
に
関
す
る

知
識
不
足
が
上
位
だ
っ
た
。

シ
ス
テ
ム
構
築
投
資
が
不
要

で
、
I
T
分
野
に
詳
し
く
な

く
て
も
使
い
や
す
い
ク
ラ
ウ

ド
型
の
業
務
支
援
サ
ー
ビ
ス

が
広
が
れ
ば
、
事
業
主
が
管

理
業
務
に
追
わ
れ
本
業
が
お

ろ
そ
か
に
な
る
リ
ス
ク
も
減

る
。
開
業
率
を
高
め
る
こ
と

に
も
つ
な
が
り
そ
う
だ
。



検索履歴とビッグデータから
おすすめ店を紹介する

ビッグデータ
t焼き鳥×焼酎

1フレンチ×ワイン

暮すし×日本酒

他の利用者の
検索を集約し、
人気店の特徴を
分析

検索結果

会鼻の検索履歴
・銀座

・3000円台

■深夜営業

検索した人の
好みを蓄積

インターネット

・焼き鳥○×屋

■銀座、3000円台、焼酎が
き亀雪

よく行く地域や価格帯の
人気店を優先的に表示

ぐるなび会員

おすすめ飲食店表示
ぐるなび、今夏めど

検索履歴を活用

飲
食
店
検
索
サ
イ
ト
の
ぐ

る
な
び
は
今
夏
を
め
ど
に
、

利
用
者
の
検
索
履
歴
に
基
づ

い
て
お
す
す
め
の
店
舗
を
表

示
す
る
仕
組
み
を
取
り
入
れ

る
。
約
5
0
万
店
の
メ
ニ
ュ
ー

や
価
格
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

つ
く
り
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を

活
用
し
て
利
用
者
の
好
み
に

合
い
そ
う
な
店
舗
を
探
し
出

す
。
掲
載
店
舗
を
一
段
と
増

や
し
、
広
告
収
入
な
ど
の
拡

大
に
つ
な
げ
る
。

サ
イ
ト
の
加
盟
店
が
提
供

す
る
料
理
や
下
リ
ン
ク
、
価

格
な
ど
の
情
報
を
整
理
し
、

鮎
㍍
軍
貼
組

が
検
索
す
る
言
葉
か
ら
人
気

店
の
傾
向
を
分
析
す
る
。

例
え
ば
あ
義
期
間
に
「
焼

き
鳥
」
と
「
焼
酎
」
を
同
時

に
調
べ
る
人
が
多
け
れ
ば
、

相
関
性
が
あ
る
と
判
断
す

る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
利
用

者
が
「
焼
き
鳥
」
と
検
索
す

る
だ
け
で
、
焼
酎
の
品
ぞ
ろ

え
が
豊
富
な
店
舗
を
優
先
的

に
提
示
す
る
よ
う
に
表
示
ル

ー
ル
を
更
新
す
る
。

飲
食
店
は
消
費
者
に
人
気

の
あ
る
組
み
合
わ
せ
の
メ
ニ

ュ
ー
を
取
り
入
れ
て
店
舗
情

報
を
更
新
す
る
こ
と
で
、
お

す
す
め
店
と
し
て
表
示
さ
れ

る
可
能
性
が
高
ま
る
。



通販サイトの商品画像

大量の加工を瞬時に

コスト、人手の10分の1

I
T
（
情
報
技
術
）
ベ
ン

チ
ャ
ー
の
グ
ラ
ム
ス
（
堺
市
、

三
浦
大
助
社
長
）
は
通
販
サ

イ
ト
に
載
せ
る
大
量
の
商
品

画
像
を
瞬
時
に
自
動
加
工
す

る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。

独
白
の
画
像
認
識
技
術
で
敵

影
し
た
商
品
を
写
真
の
中
央

に
配
置
し
た
り
、
背
景
を
白

く
塗
り
替
え
た
り
で
き
る
。

1
枚
あ
た
り
の
処
理
コ
ス
ト

は
1
0
円
と
、
人
手
に
よ
る
作

業
に
比
べ
約
1
0
分
の
1
に
抑

え
ら
れ
る
と
い
う
。

グ
ラ
ム
ス
、
画
像
認
識
技
術
で

ク
ラ
ウ
ド
を
通
じ
、
ネ
ッ

ト
通
販
企
業
に
提
供
す
る
。

海
外
4
0
カ
国
以
上
で
販
売
を

始
め
て
お
り
、
国
内
で
も
本

格
販
売
す
る
。

一
般
に
、
担
当
者
が
専
用

の
画
像
処
理
ソ
フ
ト
を
使
い

修
正
す
る
た
め
、
1
枚
あ
た

り
5
分
程
度
の
時
間
が
か
か

っ
て
い
た
と
い
う
。
新
シ
ス

テ
ム
は
約
5
秒
で
処
理
で
き

る
。
加
工
し
た
画
像
は
9
割

以
上
の
確
率
で
サ
イ
ト
に
採

用
で
き
、
社
内
に
専
任
担
当

者
を
置
い
た
り
外
注
し
た
り

す
る
コ
ス
ト
も
省
け
る
。

経
済
産
業
省
に
よ
る
と
、

国
内
の
小
売
り
・
サ
ー
ビ
ス

業
に
占
め
る
電
子
商
取
引
の

比
率
は
2
q
T
2
年
時
点
で

3
％
。
艶
に
は
6
～
7
％

に
な
る
見
通
も
で
、
今
後
、

銅
綱
的
崩
㌍
ズ
が
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コンテンツの相乗効果を狙う

KADOKAWA dudngo

KADOKAWA　　　　　ドワンコ

リテル　　ネット

」」竺土三竺

角
川
・
ド
ワ
ン
コ
統
合

ア
ニ
メ
な
ど
↓
ニ
コ
動
」
で
海
外
へ

「
角
川
書
店
」
で
知
ら
れ
る
K
A
D
O
K
A
W
A
（
東
証
1
部
上
場
）
と
、
動
画
配
信
大
手
の
ド
ワ
ン
ゴ
（
同
）

は
経
営
統
合
す
る
方
針
を
固
め
た
。
来
年
春
に
も
持
ち
株
会
社
を
設
立
し
て
2
社
が
傘
下
に
入
る
。
K
A
D
O
K
A

W
A
は
出
版
や
映
画
、
ゲ
ー
ム
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
（
情
報
の
内
容
）
に
強
く
、
ド
ワ
ン
ゴ
は
若
者
に
人
気
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
サ
ー
ビ
ス
「
ニ
コ
ニ
コ
動
画
（
ニ
コ
動
）
」
な
ど
を
手
掛
け
る
。
曇
畠
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
高
い
ネ

ッ
ト
発
信
力
を
併
せ
持
つ
メ
デ
ィ
ア
が
誕
生
す
る
。
（
関
連
記
事
1
2
面
に
）

藍
躍
聯
ラ
イ
ブ
開
催

日
本
の
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム

な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
ア
ジ

ア
や
欧
州
を
中
心
に
人
気
を

博
し
て
い
た
が
、
こ
こ
数
年

K
A
D
O
K
A
W
A
　
1

9
4
5
年
に
前
身
の
出
版
社

を
創
業
。
映
画
、
ア
ニ
メ
、

ゲ
ー
ム
な
ど
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ

ク
ス
に
強
み
を
持
つ
。
1
3
年

に
現
社
名
に
変
更
し
、
子
会

社
9
社
を
吸
収
合
併
し
た
。

1
4
年
3
月
期
の
連
結
売
上
高

は
1
5
1
1
億
円
。
単
体
の

従
業
員
数
は
1
9
4
6
人

（
1
3
年
1
2
月
時
点
）
。

ド
ワ
ン
ゴ
　
1
9
9
7
年

に
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
の
開
発
会

社
と
し
て
設
立
。
国
内
最
大

級
の
動
画
サ
ー
ビ
ス
「
n
・
1

C
O
n
・
1
C
O
　
（
ニ
コ
ニ

コ
）
」
を
運
営
す
る
ほ
か
、

音
楽
配
信
や
イ
ベ
ン
ト
事
業

を
手
掛
け
る
。
1
3
年
9
月
期

の
連
結
売
上
高
は
3
5
9
億

円
。
単
体
の
従
業
員
数
は
4

2
0
人
（
1
3
年
9
月
時
点
）
。

は
韓
国
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ

に
押
さ
れ
、
存
在
感
が
低
下

し
て
い
た
。
統
合
に
よ
り
、

日
本
の
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
な

ど
を
海
外
に
発
信
す
る
「
ク

ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
戦
略
の
有

力
な
担
い
手
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
。
持
ち
株
会
社
の
社
長
は
K

A
D
O
K
A
W
A
が
出
し
ド

ワ
ン
ゴ
も
代
表
取
締
役
を
出

す
方
向
で
調
整
し
て
い
る
。

両
社
は
2
0
1
1
年
に
資
本

提
携
。
K
A
D
O
K
A
W
A

は
ド
ワ
ン
ゴ
の
株
式
を
1
2
・

2
％
持
つ
2
位
株
主
で
、
ド

ワ
ン
ゴ
も
K
A
D
O
K
A
W

A
株
を
2
・
7
％
保
有
す
る

関
係
に
あ
る
。

ド
ワ
ン
ゴ
は
ニ
コ
動
の
ほ

か
映
画
や
ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム

な
ど
の
多
様
な
コ
ン
テ
ン
ツ

を
ネ
ッ
ト
配
信
す
る
「
ニ
コ

ニ
コ
」
を
手
掛
け
る
。
1
3
年

1
2
月
末
時
点
で
登
録
会
員
は

3
7
5
8
万
人
で
、
ユ
ー
ザ

ー
の
8
割
が
4
0
歳
未
満
と
若

い
世
代
に
広
く
浸
透
。
有
料

会
員
も
2
一
1
7
万
人
に
達
す

る。
K
A
D
O
K
A
W
A
は
1

9
7
6
年
に
映
画
製
作
に
進

出
す
る
な
ど
早
く
か
ら
メ
デ

イ
ア
ミ
ッ
ク
ス
戦
略
を
展

開
。
そ
の
後
も
ア
ニ
メ
や
ゲ

ー
ム
な
ど
に
事
業
領
域
を
広

げ
る
一
方
、
書
籍
の
電
子
出

版
も
積
極
的
に
進
め
て
い

る
。
最
近
で
は
漫
画
・
映
画

の
「
テ
ル
マ
エ
・
ロ
マ
エ
」

な
ど
の
ヒ
ッ
ト
作
を
持
つ
。

統
合
に
よ
っ
て
K
A
D
O

K
A
W
A
は
若
者
を
中
心
と

し
た
4
0
0
0
万
人
弱
の
会

員
組
織
を
持
つ
ド
ワ
ン
ゴ
の

ネ
ッ
ト
配
信
サ
ー
ビ
ス
と
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
。
映
画
や
ゲ

ー
ム
な
ど
の
多
様
な
コ
ン
テ

ン
ツ
を
直
接
提
供
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
国
境
を
簡
単
に

越
え
ら
れ
、
配
信
コ
ス
ト
の

安
い
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
持

つ
こ
と
で
、
海
外
へ
の
コ
ン

テ
ン
ツ
配
信
を
拡
大
す
る
基

盤
を
整
え
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ

ホ
）
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
多
機

能
携
帯
端
末
）
な
ど
、
手
軽

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

で
き
る
携
帯
端
末
の
普
及

で
、
ド
ワ
ン
ゴ
は
コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
、
量
の
拡
充
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
映
画
や
ゲ

ー
ム
な
ど
幅
広
く
手
掛
骨
る

K
A
D
O
K
A
W
A
と
組
む

こ
と
で
、
有
力
コ
ン
テ
ン
ツ

を
確
保
で
き
る
と
し
て
、
両

社
の
思
惑
が
一
致
し
た
。

政
府
は
日
衣
の
食
文
化
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
並
び
コ
ン

テ
ン
ツ
を
「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
」
と
し
て
輸
出
の
支
援
に

乗
り
出
し
て
い
る
。
K
A
D

O
K
A
W
A
と
ド
ワ
ン
ゴ
は

多
様
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
抱
え

る
ネ
ッ
ト
配
信
サ
ー
ビ
ス

で
、
コ
ン
テ
ン
ツ
輸
出
を
拡

大
し
て
い
く
。



フラッシュメモリーの世界シェア 

（諾㌫忌、肥誅課誅ル調べ） 
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3次元フラッシュメモリー

獅
東
芝
、
メ
モ
リ
ー
容
量
1
6
倍

レ
　
ス
マ
木
向
け
量
産
米
社
と
5
0
0
0
億
円
投
資

東
芝
は
デ
ジ
タ
ル
機
器
に

保
存
可
能
な
デ
ー
タ
量
を
大

幅
に
増
や
す
新
型
半
導
体
メ

モ
リ
ー
を
2
0
1
6
年
か
ら

量
産
す
る
。
メ
モ
リ
ー
カ
ー

ド
世
界
最
大
手
の
米
サ
ン
デ

ィ
ス
ク
と
共
同
で
三
重
県
の

半
導
体
工
場
に
新
棟
を
建
設

す
る
。
投
資
額
は
最
大
約
5

千
億
円
。
記
憶
容
量
を
現
在

の
約
1
6
倍
に
高
め
る
。
高
画

質
の
動
画
映
像
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
で
手
軽

に
楽
し
め
る
よ
う
に
な
る
。

量
産
す
る
の
は
、
薄
膜
状

の
記
憶
素
子
を
積
み
重
ね
て

記
憶
容
量
を
増
や
す
3
次
元

フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
ー
（
3

面
き
ょ
う
の
こ
と
ば
）
。
ス

マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
多
機

能
携
帯
端
末
）
に
使
わ
れ
る

東
芝
の
現
行
製
品
は
容
量
6
4

㌔
（
㌔
は
1
0
億
）
げ
が
最
大
。

東
芝
は
容
量
1
一
㌢
（
－
ヂ
は
1

兆
）
げ
の
メ
モ
リ
ー
を
世
界

に
先
駆
け
て
5
年
以
内
に
開

発
す
る
考
え
だ
っ

新
型
メ
モ
リ
ー
を
使
え

ば
、
フ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
（
H

D
）
の
約
4
倍
の
解
像
度
を

持
つ
「
4
K
」
画
質
の
高
精

細
映
像
を
ス
マ
ホ
に
最
大
的

㌧㌧■卜■脚■■l什■■■ll鵬㌧－1㌧什∴■ト■…卜十叫－川｝■いい∵－トー

爛
榔
聯
緋
緋
禦
緋
弼
…
聯

■小．

程
度
に
抑
え
る
。

半
導
体
メ
モ
リ
ー
の
大
容

量
化
で
は
こ
れ
ま
で
、
電
子

回
路
の
線
幅
を
短
く
す
る
微

細
化
が
技
術
開
発
の
中
心
だ

っ
た
。
だ
が
微
細
化
は
限
界

に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
、
大
容

量
化
の
次
の
切
り
札
と
し
て

3
次
元
積
層
技
術
が
注
目
さ

韓
国
の
サ
ム
ス
ン
電
子
も

積
層
タ
イ
プ
の
生
産
を
始
め

て
い
る
。
半
導
体
メ
モ
リ
ー

東
芝
は
投
資
負
担
を
提
携

元
と
折
半
で
き
る
強
み
を
生

か
し
、
1
5
年
度
以
降
も
切
れ

の
世
界
2
強
が
そ
ろ
っ
て
新
宮
な
く
攻
め
の
投
資
を
続
け

塾
メ
モ
リ
ー
を
手
掛
け
る
こ
考
大
容
量
化
競
争
で
サ
ム

と
に
な
り
、
半
導
体
製
造
技
ス
ン
に
先
行
す
る
こ
と
で
ス

術
は
新
た
な
段
階
に
入
る
。
一
言
ホ
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
需
要

東
芝
と
サ
ン
デ
ィ
ス
ク
は
盲
っ
か
み
、
世
界
シ
ェ
ア
首

新
型
メ
モ
リ
ー
の
量
産
と
は
位
を
狙
う
。

〓
〓
仁
．
↑
－
シ
」
「
J
j
■
－
・
・
・
V
　
■
て
　
′
　
l
〓
▲
r
h
▼

駅
詔
謂
用
摘
開
門

横
　
な
ど
に
使
わ
れ
、
大
容
量
が
特
徴
の
ハ

層
－
ド
デ
ィ
ス
ク
駆
動
蓋
（
H
D
D
）

積
門
開
網
棚
銅
璧
銅
鐸

止
r
リ
ー
回
路
の
線
幅
を
狭
め
る
「
微
細
化
」

人
を
競
っ
て
き
た
。
1
枚
の
ウ
エ
ハ
ー
か

岬
ら
大
量
の
メ
モ
リ
ー
を
つ
く
る
こ
と
が

シ
ュ
メ
モ
リ
ー
で
は
東
芝
が
今
春
、
業

界
ト
ッ
プ
と
な
る
線
幅
1
5
′
（
了
は
1
0

億
分
の
1
）
㍍
の
製
品
の
量
産
を
始
め

た
。
た
だ
微
細
化
は
1
0
′
㍍
台
が
物
理

的
な
限
界
と
さ
れ
る
。
容
量
拡
大
な
ど

メ
モ
リ
ー
の
性
能
を
今
後
も
高
め
る
に

は
、
半
導
体
を
積
み
重
ね
る
3
次
元
技

術
が
有
効
。
韓
国
サ
ム
ス
ン
電
子
は
今

月
、
中
国
・
西
安
で
3
次
元
メ
モ
リ
ー

の
専
用
工
場
を
稼

働
さ
せ
た
。

▽
…
重
ね
た
半
導

体
の
上
段
か
ら
下

段
ま
で
穴
を
開

け
、
貫
通
さ
せ
た

穴
に
ト
ラ
ン
ジ
ス

タ
を
埋
め
込
む
必

要
が
あ
る
。
何
十

層
に
積
み
重
ね
て

も
歩
留
ま
り
が
下

が
ら
な
い
技
術
が

特
に
難
し
い
と
さ

れ
、
各
社
は
試
行

錯
誤
し
て
い
る
。

別
に
、
世
界
最
小
の
線
幅
1
5

′
（
了
は
1
0
億
分
の
1
）
㍍

の
メ
モ
サ
ー
を
量
産
す
る
た

め
に
1
5
年
度
ま
で
に
4
千
億

円
を
四
日
市
工
場
に
投
資
す

る
虜
針
雀
周
麿
て
い
る
。

ノ
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センサーでまばたき感知

スマホに送信、警告音

居
眠
り
運
転
防
ぐ
眼
鏡

眼
鏡
専
門
店
「
J
I
N
S
」

計
測
デ
ー
タ
を
ス
マ
ホ
に
送
る

は
1
3
日
、
セ
ン
サ
ー
で
目
の
動

き
を
感
知
し
て
運
転
中
の
居
眠

り
防
止
な
ど
に
役
立
つ
眼
鏡
を

2
0
1
5
年
春
に
発
売
す
る
と

発
表
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
用
眼
鏡

「
1
I
N
S
 
P
C
」
に
続
く

主
力
製
品
に
育
て
る
考
え
だ
。

新
商
品
「
J
I
N
S
 
M
E

M
E
（
ジ
ン
ズ
・
ミ
ー
ム
）
」

は
、
鼻
や
眉
間
に
接
す
る
部
分

に
計
3
個
の
セ
ン
サ
ー
を
搭

載
。
眼
球
の
動
き
に
伴
い
生
じ

る
電
位
差
を
測
り
、
8
方
向
の

視
線
移
動
と
ま
ば
た
き
を
感
知

する。

計
測
デ
ー
タ
を
無
線
で
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
に
送

り
、
ア
プ
リ
で
疲
労
や
眠
気
の

度
合
い
を
表
示
す
る
。
ま
ば
た

き
が
増
え
た
場
合
な
ど
に
ス
マ

ホ
で
警
告
音
を
鳴
ら
し
、
居
眠

り
運
転
を
防
ぐ
と
い
っ
た
使
い

方
が
で
き
る
見
込
み
。

セ
ン
サ
ー
は
鼻
パ
ッ
ド
と
一

体
化
し
、
バ
ッ
テ
リ
ー
は
つ
る

に
埋
め
込
ん
だ
た
め
、
外
見
は

普
通
の
眼
鏡
と
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な
い
。
重
さ
は
3
6
堵
。
秋
に

は
開
発
者
向
け
に
一
部
デ
ー
タ

を
公
開
し
、
ア
プ
リ
を
自
由
に

作
っ
て
も
ら
う
。
1
回
の
充
電

（
1
時
間
）
で
連
続
8
時
間
利

用
で
き
、
価
格
は
未
定
。
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リクル⊥卜変革へ賭け
リクルートの事業構成と主なサービス 
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リ
ク
ル
ー
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
垂
泉
証
券
取
引
所
第
1
部
に
株
式

を
上
場
す
る
。
6
月
に
も
申
請
し
、
1
0
月
を
め
ど
に
上
場
す
る
見
通
し
。

時
価
総
額
は
1
兆
円
を
超
す
と
み
ら
れ
、
今
年
最
大
の
大
型
上
場
と
な
る
。

江
副
浩
正
氏
に
よ
る
創
業
か
ら
半
世
紀
。
人
材
力
を
武
器
に
急
成
長
を
遂

げ
た
リ
ク
ル
ー
ト
は
上
場
を
磯
に
世
界
に
羽
ば
た
け
る
の
か
。

決
算
発
表
す
る
リ
ク
ル
ー
ト
H
D
の
峰
岸

社
長
（
1
4
日
、
東
商
）

ネ
ッ
ト
・
海
外
買
収
で
攻
め

「
上
場
の
準
備
は
粛
々
と

進
め
て
い
る
」
。
1
4
計
、
都

内
で
開
い
た
決
算
会
見
で
、

峰
岸
真
澄
社
長
は
株
式
上
場

計
画
を
問
わ
れ
こ
う
答
え

た
。
上
場
日
程
こ
そ
言
及
を

避
け
た
も
の
の
、
狙
い
に
つ

い
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
お
け

る
信
頼
性
の
確
保
や
財
務
基

盤
の
強
化
」
と
説
明
。
上
場

を
機
に
世
界
展
開
を
加
速
す

る
強
い
意
欲
を
に
じ
ま
せ

た。
上
場
を
狙
う
リ
ク
ル
ー

ト
。
売
上
高
は
1
兆
2
0
0

0
億
円
に
迫
り
、
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
、
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ

リ
ン
グ
、
楽
天
な
ど
と
と
も

に
ニ
ュ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
中

核
を
成
す
。
だ
が
広
告
を
収

益
源
と
す
る
同
社
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
時
代
に
適
応
で
き
て
い
る

と
は
言
い
難
い
。
創
業
以
来
、

封
印
し
て
き
た
上
場
に
踏
み

切
る
の
は
「
変
革
」
の
資
金

を
手
に
す
る
た
め
だ
。

設
立
5
0
周
年
を
迎
え
た
昨

年
、
創
業
者
の
江
副
氏
が
死

去
し
た
。
江
副
氏
は
リ
ク
ル

ー
ト
事
件
の
1
9
8
8
年
に

会
長
を
退
き
、
以
後
、
経
営

に
は
直
接
タ
ッ
チ
し
て
い
な

い
。
だ
が
創
業
者
を
失
っ
て

も
リ
ク
ル
ー
ト
の
成
長
は
止

ま
ら
な
か
っ
た
。
江
副
氏
が

生
み
出
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
が
優
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

マ
ッ
チ
ン
グ
が
核

リ
ク
ル
ー
ト
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
根
幹
は
「
マ
ッ
チ

ン
グ
」
に
あ
る
。
人
材
を
求

暦
る
会
社
と
職
を
求
め
る
人

が
出
会
う
「
就
職
ジ
ャ
ー
ナ

ル
」
や
、
家
を
貸
し
た
い
人

と
借
り
た
い
人
を
結
ぶ
「
住

宅
情
報
」
は
職
や
家
探
し
の

あ
り
方
を
変
え
た
。

当
初
、
出
会
い
の
場
は
雑

誌
だ
っ
た
が
、
今
は
ネ
ッ
ト

が
主
流
。
就
職
ジ
ャ
ー
ナ
ル

は
就
活
サ
イ
ト
の
「
リ
ク
ナ

ビ
」
、
住
宅
情
報
は
不
動
産

検
索
サ
イ
ト
の
「
S
U
U
M

O
」
に
置
き
換
わ
っ
た
。

雑
誌
か
ら
ネ
ッ
ト
へ
Ⅵ
シ

フ
ト
は
進
ん
だ
が
、
ネ
ッ
ト

業
界
で
の
リ
ク
ル
ー
ト
の
存

在
感
は
薄
い
。
ネ
ッ
ト
上
に

個
別
の
サ
イ
ト
が
散
在
し
て

い
る
か
ら
だ
。
最
近
に
な
っ

て
サ
イ
ト
ご
と
に
異
な
る
会

員
1
D
を
統
合
。
ネ
ッ
ト
な

ど
で
た
め
る
自
社
の
ポ
イ
ン

ト
事
業
も
4
月
、
共
通
ポ
イ

ン
ト
「
P
O
n
l
a
（
ボ
ン

タ
）
」
と
統
合
で
合
意
し
た

が
、
出
遅
れ
感
は
否
め
な
い
。

I
T
企
業
へ
ど
う
脱
皮
す

る
か
。
今
年
2
月
、
東
京
・

恵
比
寿
に
開
設
し
た
研
修
施

設
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
ハ
ブ
」
。

買
収
し
た
米
企
業
の
外
国
人
¶

役
割
を
期
待
す
る
。

I
T
化
と
並
ん
で
変
革
を

急
ぐ
の
が
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

へ
の
脱
皮
だ
。
1
0
年
か
ら
‖

年
に
か
け
て
米
国
の
人
材
派

遣
会
社
を
3
社
買
収
。
．
1
2
年

に
は
求
人
検
索
サ
イ
ト
運
営

の
米
イ
ン
デ
ィ
ー
ド
を
買
収

し
た
。
今
な
お
人
材
会
社
を

中
心
に
買
収
候
補
企
業
の
洗

い
出
し
に
余
念
が
な
い
。

「
今
後
も
国
内
外
で
継
続

的
に
M
＆
A
（
合
併
・
買
収
）

を
実
施
し
て
い
く
」
。
会
見

で
峰
岸
社
長
は
こ
う
強
調
し

た
。
海
外
売
上
高
比
率
は
わ

ず
か
5
年
前
に
は
ゼ
ロ
だ
っ

寸
。
そ
れ
が
今
や
2
3
％
。
上

で
得
た
資
金
で
海
外
を
中

に
買
収
を
進
め
、
「
2
0
年

ろ
に
は
海
外
比
率
を
5
0
％

技
術
者
に
交
じ
り
、
日
本
人
‥
m

技
術
者
1
0
人
が
英
語
で
I
T

サ
ー
ビ
ス
を
開
発
す
る
。
「
米
仙

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
グ
ー
グ

ル
で
も
十
分
働
け
る
能
力
を

持
つ
」
　
（
同
社
）
精
鋭
た
ち
“

に
、
会
社
を
変
え
る
先
兵
の
＝

に
し
た
い
」
と
い
う
。

ラ
イ
バ
ル
は
先
行

と
は
い
え
、
ラ
イ
バ
ル
勢

は
な
お
先
を
行
く
。
例
え
ば
、

ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
マ
ッ
チ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
。
世
界
で
は
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
を
駆
使
し
た

「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」
の

領
域
に
突
入
し
て
い
る
。
顧

客
デ
ー
タ
を
解
析
し
、
個
々

の
利
用
者
に
、
い
つ
、
ど
ん

な
情
報
を
提
供
す
れ
ば
購
買

行
動
に
結
び
つ
く
か
正
確
に

割
り
出
せ
る
。
日
本
で
も
楽

天
や
ヤ
フ
ー
が
デ
ー
タ
・
サ

イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
を
採
用

し
、
I
対
応
を
遅
め
て
い
る
。

日
本
中
の
企
業
か
ら
広
告

を
集
め
る
リ
ク
ル
ー
ト
の
営

業
力
に
は
定
評
が
あ
る
が
、

ネ
ッ
ト
企
業
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
駆
使
し
て
次
の
ス
テ
ー

ジ
に
進
み
つ
つ
あ
る
。
株
式

上
場
は
リ
ク
ル
ー
ト
が
真
の

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ネ
ッ
ト
企
業

に
変
貌
す
る
好
機
で
あ
り
、

最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ

る。
（
編
集
委
員
　
大
西
康
之
）
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ヤフ丁など、まず東京で

ロ
ー
ソ
ン
、
健
康
管
理
支
援

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
大
手
と
無
料
ア
プ
リ
提
供

′
ロ
ー
ソ
ン
は
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
ク
ラ
ブ
大
手
の
ル
ネ
サ
ン

ス
と
提
携
し
、
今
秋
か
ら
消

崇
者
の
健
康
管
理
支
援
を
始

め
る
。
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス

「
P
O
n
l
a
（
ボ
ン
タ
）
」

の
会
員
向
け
に
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
な
ど
の

ア
プ
リ
（
応
用
ソ
フ
ト
）
を

通
じ
て
生
活
改
善
な
ど
を
指

南
。
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ

商
品
情
報
も
発
信
す
る
。
ロ

ー
ソ
ン
は
消
費
者
の
健
康
志

向
に
的
を
絞
っ
た
店
舗
展
開

を
打
ち
出
し
て
お
り
、
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
て
健
康
へ
の
意

識
が
高
い
消
贅
者
の
来
店
を

促す。ル
ネ
サ
ン
ス
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
使
い
、
秋
か
ら
無
料
配
信

を
始
め
る
ア
プ
リ
（
応
用
ソ

フ
ト
）
に
健
康
管
理
支
援
機

能
を
備
え
る
。
利
用
者
が
健

康
診
断
の
デ
ー
タ
や
日
々
の

食
事
メ
ニ
ュ
ー
、
体
重
な
ど

ヤ
フ
ー
と
共
通
ポ
イ
ン
ト
サ
ー

ビ
ス
「
T
ポ
イ
ン
ト
」
を
運
営
す

る
T
ポ
イ
ン
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
（
東

京
・
渋
谷
）
は
1
8
日
、
東
京
・
世

田
谷
の
商
店
街
に
ポ
イ
ン
ト
サ
ー

商
店
街
に
も
順
次
広
げ
る
。

T
ポ
イ
ン
ト
に
は
こ
れ
ま
で
チ

ェ
ー
ン
店
が
加
盟
し
て
お
り
、
商

店
街
で
使
え
る
よ
う
に
な
る
の
は

初
め
て
。
小
田
急
線
祖
師
ケ
谷
大

T
ポ
イ
ン
ト
、
商
店
街
で

ビ
ス
を
導
入
す
る
。
飲
食
店
や
蓄
蔵
駅
周
辺
の
3
つ
の
商
店
街
で
利

店
な
ど
計
4
1
店
舗
に
カ
ー
ド
を
読

み
込
め
る
専
用
端
末
を
提
供
。
買

い
物
客
は
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
た
り

使
っ
た
り
で
き
る
。
他
の
飽
域
の

用
で
き
る
。
店
は
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
購
入
額
1
0
0
～
2
0
0
円

に
つ
き
1
淵
H
（
1
摺
＝
1
円
）
を

付
与
す
る
。
他
の
チ
ェ
ー
ン
店
な

ど
で
た
め
た
ポ
イ
ン
ト
も
使
え

る。
ヤ
フ
ー
は
7
月
か
ら
、
店
の
ク

ー
ポ
ン
や
セ
ー
ル
情
報
な
ど
が
受

け
取
れ
る
ア
プ
リ
（
応
用
ソ
フ
ト
）

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
に
提
供

す
る
。
将
来
的
に
は
客
の
来
店
を

検
知
す
る
仕
組
み
な
ど
も
取
り
入

れ
る
予
定
で
、
商
店
街
の
集
客
に

利
用
し
て
も
ら
う
考
え
。
昨
年
、

カ
ル
チ
ュ
ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

・
ク
ラ
ブ
（
C
C
C
）
と
提
携
し

ポ
イ
ン
ト
を
統
合
し
た
。

の
デ
ー
タ
を
入
力
す
る
と
カ

ロ
リ
ー
の
摂
取
量
を
グ
ラ
フ

な
ど
で
表
示
す
る
と
と
も

に
、
食
生
悟
な
ど
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
す
る
。

利
用
者
の
健
康
状
態
に
合

っ
た
商
品
も
提
案
す
る
。
塩

分
や
カ
ロ
ワ
ー
を
抑
え
た
弁

当
、
野
菜
を
多
く
使
っ
た
総

菜
な
ど
を
紹
介
。
こ
れ
ら
の

商
品
に
使
え
る
ク
ー
ポ
ン
も

配
信
す
る
■
。

ル
ネ
サ
ン
ス
は
ア
プ
リ
で

ト
レ
ー
ナ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
発
信
し
た
り
、
同
社
の
施
、

設
で
実
践
で
き
る
運
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
案
し
た
り
し

て
、
全
国
に
1
0
0
カ
所
程

度
あ
る
自
社
施
設
の
利
用
を

促
す
。
両
社
は
互
い
の
店
や

施
設
で
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
た

り
使
っ
た
灯
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
も
検
討
す
る
。
r

ロ
ー
ソ
ン
は
現
在
は
主
に

首
都
圏
で
展
開
す
る
、
消
費

者
の
健
康
維
持
に
役
立
つ
商

品
を
重
点
的
に
そ
ろ
え
た

．
」

「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ロ
ー
ソ
ン
」

を
全
国
に
広
げ
る
方
針
。
食

品
メ
ー
カ
ー
が
括
用
し
切
れ

て
い
な
い
技
術
を
生
か
し
た

独
白
商
品
を
増
や
し
、
2
0

1
6
年
度
に
は
店
頭
の
食
品

の
2
5
％
に
あ
た
る
約
6
0
0

品
を
健
康
に
良
い
こ
と
を
う

た
っ
た
商
品
に
切
り
替
え
る

計
画
だ
。
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ネットとリアルが融合し新たな流れを

こ二二二二二＝ニ監職モ＼

日章富霊売加工しリアル店舗（主に角川）

◆…日日日日・…＝……日日日日一

ユーザーの声が
開発に影響も

毎従来の流れ
1日・新しい流れ

角川・ドワンゴ

アニメや　　　　－ノここ＝　「　二．√■‾‾う■こてご、‾六・‾

ゲームの制作　一億左誘訂　コンテンツ配信

両社は多彩な「クールジャパン」
コンテンツを持っている

＝願朋匂唯A‾隕l＿∴脛ウ∴詣相打＋ 

豪一膝■r‾＝‥1＝≡三≡‡‡‡ ��� 

テルマエ・ロマエ ��ニコニコ動画 
≡≡；十≡三：蓮邑よ■■■■1■■き；■■■‡＝‾蓋宅；‡；≒；；三≡‡≡；≡≡… 

ヤングエース、月 刊‾■一夕　○ ��ドワン ��ゴジェイピ 
ーユ　　　　フ ��－　　　つ　し 

ケロロ軍曹 ��ニコ二コ超 ���姦議 

サンブンノイチ ��ニコファーレ 

艦隊これくしょん ～艦これ～ ��かまいたちの夜 

（注）コンテンツは他の分野で展開してい
るものもある

新会社の概要

社　　名 �KADOKAWA・DW ANGO 

会　　長 �川上量生・・現ドワンゴ会 長（45歳） 

社　　長 �佐藤辰男・現KADOK AWA相談役（61歳） 

設立　日 �10月1日 

株式移転 �KADOKAWA 
比　　率 �1．168：ドワンゴ1 

統合前の �KADOKAWA1511億 円（2014年3月期）、ドワ 
連結売上高 �ンゴ359億円（13年9月 

期）‾ 

「
角
川
書
店
」
で
知
ら
れ
る
出
版
大
手
の
K
A
D
O

K
A
W
A
と
動
画
配
倍
サ
ー
ビ
ス
「
ニ
コ
エ
コ
動
画
」

左
手
掛
け
る
ド
ワ
ン
ゴ
は
1
4
日
、
1
0
月
に
経
営
統
合
す

る
と
正
式
に
発
表
し
た
。
K
A
D
O
K
A
W
A
が
持
つ

ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
（
情
報
の
内
容
）

と
、
ド
ワ
ン
ゴ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
を
融
合
さ
せ
、

消
費
者
に
娯
楽
や
情
報
交
換
の
機
会
を
提
供
す
る
。
日

本
独
特
の
文
化
で
あ
る
「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
の
海
外

発
倍
に
も
乗
り
出
す
が
、
米
ア
マ
ゾ
ン
・
ド
ッ
ト
・
コ

ム
な
ど
が
ひ
し
め
く
デ
ジ
タ
ル
娯
楽
市
場
で
成
功
す
る

か
ば
未
知
数
だ
。
（
関
連
記
事
1
2
面
に
）

リ
ア
ル
と
融
合
め
ざ
す
′

ク
ー
ル
ジ
す
パ
ン
「
提
供
基
盤
に
」

盲
た
、
K
A
D
O
K
A
W
A

■
が
持
つ
出
版
の
流
通
経
路
に

加
え
、
ド
ワ
ン
ゴ
の
動
画
配

信
を
中
心
と
し
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
が
加
わ

る
。
リ
ア
ル
と
ネ
ッ
ト
を
融

「
両
社
の
強
み
を
持
ち
寄

り
、
世
界
に
糞
を
見
な
い
コ

ン
テ
ン
ツ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
マ
ー
（
提
供
者
）
に
し
て

い
く
」
。
新
し
い
持
ち
株
会

社
の
社
長
に
就
く
K
A
D
O

K
A
W
A
の
佐
藤
辰
男
相
談

役
は
、
記
者
会
見
で
意
気
込

み
を
語
っ
た
。

両
社
は
持
ち
株
会
社
「
K

A
D
O
K
A
W
A
・
D
W
A

N
G
O
（
角
川
・
ド
ワ
ン
ゴ
）
」

を
設
立
し
、
2
社
が
傘
下
に

入
る
。
K
A
D
O
K
A
W
A

の
普
通
株
式
1
．
株
に
対
し
て

持
ち
株
会
社
の
1
・
1
6
8

株
、
ド
ワ
ン
ゴ
の
1
株
に
対

し
て
1
株
を
割
り
当
て
る
。

新
社
長
の
佐
藤
氏
は
、
K

A
D
O
K
A
W
A
の
前
社
長

で
、
現
在
ド
ワ
ン
ゴ
の
社
外

取
締
役
を
務
め
て
お
り
、
新

会
社
を
早
期
に
軌
道
に
乗
せ

る
狙
い
で
ト
ッ
プ
に
就
く
。

会
長
に
は
、
ド
ワ
ン
ゴ
の
川

上
量
生
会
長
が
就
任
。
両
社

は
9
月
2
6
日
に
上
場
廃
止
と

な
り
、
1
0
月
1
日
に
持
ち
株

会
社
が
東
証
1
部
上
場
す

る
。
本
社
は
K
A
D
O
K
A

W
A
の
本
社
が
あ
る
東
京
都

千
代
田
区
に
置
く
。

統
合
会
社
は
書
籍
か
ら
ア

ー
言
、
映
画
、
ゲ
ー
ム
、
音

楽
、
イ
ベ
ン
ト
ま
で
豊
富
な

コ
ン
テ
ン
ツ
を
そ
ろ
え
る
。

合
さ
せ
て
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
目
指
す
。

た
と
え
ば
、
K
A
D
O
K

㌃
W
A
の
ア
ニ
メ
制
作
者
と

ド
ワ
ン
ゴ
の
技
術
者
が
共
同

で
映
像
作
品
を
つ
く
る
こ
と

で
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
が
生

ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
従

来
は
既
存
の
作
品
を
動
画
サ

イ
ト
で
流
す
だ
け
だ
っ
た

が
、
視
聴
者
の
反
応
で
ス
ト

千
リ
ー
が
変
化
し
た
り
、
登

場
人
物
と
会
話
で
嘗
た
り
す

る
作
品
が
考
え
ら
れ
る
。

ド
ワ
ン
ゴ
の
動
画
サ
ー
ビ

ス
に
投
稿
さ
刊
た
作
品
を
も

酢
雛
削
削
机
錮
齢

売
す
る
こ
と
も
検
討
す
る
。

「
ニ
コ
ニ
コ
動
画
」
で
は
一

般
の
利
用
者
が
自
作
の
楽
曲

や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
発
表
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
作
品
を

K
A
D
O
K
A
W
A
の
編
集

者
が
商
業
製
品
に
加
工
す
る

考
え
だ
。
ア
ニ
メ
や
漫
画
な
ど
の

「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
の
コ

ン
テ
ン
ツ
を
世
界
に
発
信
す

る
基
盤
づ
く
り
も
狙
う
。
す

で
に
ド
ワ
ン
ゴ
は
ニ
コ
ニ
コ

動
画
を
英
語
や
中
国
語
に
翻

訳
す
る
な
ど
海
外
対
応
を
急

い
で
い
る
。
ソ
ニ
ー
の
携
帯

型
ゲ
ー
ム
機
「
プ
レ
イ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
V
i
l
a
」
で
ー

コ
ニ
コ
動
画
が
見
ら
れ
る
ア

プ
リ
も
開
発
し
、
今
年
1
月

に
香
港
や
台
湾
で
提
供
を
始

めた。し
か
し
、
海
外
の
動
画
サ

イ
ト
で
は
日
本
の
作
品
が
不

法
に
複
製
さ
れ
、
著
作
権
が

侵
害
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
少
な

く
な
い
。
両
社
は
著
作
権
が

守
ら
れ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
み

を
配
信
す
る
海
外
向
け
サ
ー

ビ
ス
を
立
ち
上
げ
る
考
え
。

K
A
D
O
K
A
W
A
の
コ
ン

テ
ン
ツ
だ
け
で
な
く
、
他
の

日
本
企
業
の
作
品
も
広
く
受

け
入
れ
、
利
用
者
を
増
や
し

な
が
ら
事
業
を
拡
大
し
て
い

く
考
え
だ
。



、一三一ヾヽ

フ‾

ー � � � － �J � � �■■： ��p � � � 

－　　　　　　－ ��■t■ � � �貯■ �� � 

行政以外の収入源確保

成長を志向するソーシャ
ルビジネスが増えている

企業・団体 �内　容 

カイエン（束 �発達障害者の就労 
京・千代田） �支援。米MBA取 

得者らが起業 

アズママ �近隣ママの助け合 

（横浜市） �い支援。大手企業 
経験者が起業 

クロスフィー �企業の人材を新興 
ルズ �国の．NPOに派遣 
（東京・品川） �し、新興国の課題 

廃決と企業の人材 
育成を支援。コン 
サルタントが起業 

ウィルモア �食物アレルギーに 

（東京・中央） �関する検索アプリ 
を提供。ビジネス 
コンテストで注目 

された 

こころみ �コミュニケーショ 

（東京・渋谷） �ンを重視した高齢 
者見守りサービ 
ス。投資ファンド 
勤務者が起業 

社
会
貢
献
で
起
業

ル
着
々

教
育
や
福
祉
、
育
児
、
貧

困
対
策
な
ど
の
社
会
問
題
を

解
決
す
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
（
社
会
事
業
）
」
の

分
野
で
、
一
定
の
成
長
を
実

現
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が

出
て
き
た
。
社
会
事
業
は
一

般
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
比
べ
、
理

念
と
成
長
の
両
立
が
難
し
い

と
さ
れ
て
き
た
。
経
営
感
覚

を
備
え
た
社
会
事
業
の
起
業

家
を
育
成
・
輩
出
し
よ
う
と

す
る
動
き
も
広
が
り
、
新
た

な
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の

領
域
と
し
て
存
在
感
が
高
ま

り
そ
う
だ
。

自
閉
症
な
ど
発
達
障
害
者

の
就
労
を
支
援
す
る
カ
イ
エ

ン
（
東
京
・
千
代
田
）
。
秋

葉
原
に
あ
る
訓
練
施
設
で
は

1
0
人
前
後
の
若
者
が
そ
れ
ぞ

れ
パ
ソ
コ
ン
に
向
き
合
う
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
模
擬
画

面
か
ら
デ
ー
タ
の
分
析
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
る
訓
練
だ
。

「
順
調
そ
う
だ
ね
」
。
鈴
木

慶
大
代
表
（
3
6
）
が
声
を
か

け
る
と
、
作
業
中
の
2
0
代
男

性
は
少
し
は
に
か
ん
だ
表
情

で
「
は
い
」
と
答
え
た
。

カ
イ
エ
ン
は
2
0
0
9
年

に
創
業
し
た
。
今
月
初
め
に

は
5
カ
所
目
の
拠
点
を
横
浜

市
内
に
開
く
な
ど
こ
こ
1
～

2
年
で
成
長
軌
道
を
歩
み
始

め
た
。
1
4
年
1
2
月
期
の
売
上

高
見
通
し
は
約
3
億
円
で
黒

字
経
営
を
続
け
て
い
る
。

元
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
鈴
木
代
表
は
経
営
学
修
士

号
（
M
B
A
）
取
得
で
米
国

に
留
学
す
る
直
前
、
幼
い
息

子
が
発
達
障
害
だ
と
診
断
さ

れ
た
。
米
国
滞
在
中
に
就
労

支
援
の
事
業
モ
デ
ル
を
検
討

し
、
帰
国
後
に
起
業
し
た
。

企
業
に
コ
ン
サ
ル

就
労
支
援
は
行
政
か
ら
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
報
酬
を

得
る
事
業
だ
が
、
訓
練
だ
け

で
実
際
に
職
を
見
つ
け
る
こ

と
が
難
し
い
。
カ
イ
エ
ン
は

受
け
入
れ
企
業
の
開
拓
な
ど

橋
渡
し
に
も
力
を
入
れ
、
こ

れ
ま
で
1
7
0
人
あ
ま
り
を

送
り
出
し
た
。
高
い
就
職
実

績
で
訓
練
申
し
込
み
が
増
え

る
好
循
環
を
見
据
え
る
。

障
害
者
雇
用
の
企
業
向
け

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
も
手
が

け
、
行
政
以
外
か
ら
の
収
入

源
も
確
保
。
対
人
関
係
に
不

安
を
覚
え
る
大
学
生
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
や
職

業
訓
練
な
ど
一
般
向
け
の
事

業
に
も
昨
年
進
出
し
た
。
「
ま

ず
当
社
が
一
人
前
に
な
ら
な

い
と
」
。
鈴
木
代
表
は
5
年

後
を
め
ど
に
、
1
0
億
円
規
模

の
売
上
高
を
目
指
す
。

ア
ズ
マ
マ
（
横
浜
市
）
は

昨
年
4
月
、
地
域
の
会
員
が

子
供
の
送
迎
や
預
か
り
で
助

け
合
う
「
子
育
て
シ
ェ
ア
」
′

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。
自
ら

も
子
育
て
中
の
甲
田
恵
子
華

長
（
讐
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
■

ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
大
手
や

ベ
ン
チ
ャ
ー
投
資
会
社
の
勤

務
を
経
て
㈹
年
に
ア
ズ
マ
マ
山

を
創
業
。
試
行
錯
警
重
ね
一

事
業
モ
デ
ル
を
築
い
た
。
　
二

例
え
ば
会
員
が
「
残
業
で
～

手
軽
さ
で
利
用
増

助
け
ら
れ
た
際
の
お
礼
は

⊥
時
間
5
0
0
円
。
お
金
を

保
育
園
の
迎
え
に
間
に
合
わ
…

な
い
」
と
サ
イ
ト
に
入
力
旦
一

る
と
、
同
じ
保
育
園
に
子
隆

を
預
け
る
別
の
会
員
ら
に
メ
一

－
ル
で
配
庸
二
．
私
行
け
る
一

忘
」
と
メ
ー
ル
を
返
唐
す
れ

恵
手
助
け
が
成
立
す
る
。
助

け
ら
れ
る
人
が
い
な
け
れ

ば
、
ア
ズ
マ
マ
に
登
録
し
た

マ
マ
サ
ポ
ー
タ
ー
（
現
在
4

0
0
人
）
が
駆
け
つ
け
る
。

払
う
こ
と
で
む
し
ろ
頼
み
や

す
い
と
い
う
。
事
故
に
備
え

損
害
保
険
も
撃
是
。
選
録

著
は
約
9
千
人
と
急
拡
大
。

1
4
年
1
0
月
期
の
売
上
高
は
l

億
円
を
超
え
る
勢
い
だ
。
月

数
回
の
残
業
時
、
娘
の
迎
え

で
利
用
す
る
東
京
都
在
住
の

3
0
代
女
性
は
「
同
じ
保
育
園

の
マ
マ
友
達
が
助
け
て
く
れ

る
の
で
安
心
」
と
話
す
。

子
育
て
支
援
の
た
め
会
員

の
母
親
個
人
か
ら
は
手
数
料

を
と
ら
ず
、
団
体
契
約
し
た

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
や
学

習
塾
か
ら
シ
ス
テ
ム
利
用
料

を
得
て
い
る
。
子
育
て
シ
ェ

ア
の
ほ
か
、
親
子
の
地
域
交

流
行
事
、
企
業
町
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
支
援
も
手
が
け
る
。

「
提
供
し
た
価
値
で
得
た

収
入
を
社
会
に
再
投
資
し
て

循
腰
嘗
せ
た
い
」
と
甲
田
社

長
。
子
育
て
シ
ェ
ア
で
2
0
万

人
の
利
用
者
と
1
万
人
の
マ

マ
サ
ポ
ー
タ
ー
を
3
年
後
の

目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
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萎
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．
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ネ
ッ
ト
で
名
刺
管
理
、
米
進
出

S
a
n
S
a
n
、
ま
ず
法
人
向
け

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

た
名
刺
管
理
を
手
が
け
る
S

a
n
S
a
n
（
サ
ン
サ
ン
、

東
京
・
渋
谷
、
寺
田
親
弘
社

長
）
は
月
内
に
も
米
国
で
サ

ー
ビ
ス
を
始
め
る
。
こ
れ
に

先
立
ち
、
米
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ

ャ
ピ
タ
ル
大
手
D
C
M
な
ど

か
ら
第
三
者
割
当
増
資
で
1
4

億
6
千
万
円
を
調
達
し
た
。

未
上
場
ネ
ッ
ト
企
業
の
調
達

額
と
し
て
は
現
時
点
で
今
年

最
大
級
と
み
ら
れ
る
。

米
国
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
（
ス
マ
ホ
）
の
無
料
版
サ

ー
ビ
ス
を
中
心
に
法
人
向
け

に
始
め
る
。
昨
年
設
立
し
た

米
子
会
社
を
現
地
の
顧
客
企

業
の
契
約
窓
口
と
す
る
。

取
引
先
の
担
当
者
ら
と
交

換
し
た
名
刺
を
ス
マ
ホ
の
カ

メ
ラ
で
撮
影
し
、
送
唐
す
る

と
、
サ
ン
サ
ン
が
サ
ー
バ
ー

上
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て

編
集
・
保
存
。
情
報
は
ス
マ

ホ
の
専
用
ア
プ
リ
（
応
用
ソ

フ
ト
）
で
閲
覧
で
き
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
社
内
の
部
署
で

共
有
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

パ
ソ
コ
ン
で
の
利
用
な
ど

有
料
の
l
部
機
能
も
提
供
す

る
。
日
本
と
は
サ
ー
ビ
ス
や

料
金
体
系
を
変
え
、
北
米
で

の
事
業
モ
デ
ル
を
詰
め
る
。

今
回
増
資
に
応
じ
た
の
は

D
C
M
の
ほ
か
、
産
業
革
新

機
構
や
日
本
経
済
新
聞
デ
ジ

タ
ル
メ
デ
ィ
ア
な
ど
。
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ユ
ニ
ク
ロ
が
ア
プ
リ
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㍉

ッ
ト
で
注
文
す
る
と
、
そ
の
デ

ザ
イ
ン
の
T
シ
ャ
ツ
が
訂
日
程

三
∵
。
三
二

同
4
5
0
円
か
か
る
。
記
念
品

や
チ
ー
ム
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
な
ど

の
需
要
を
見
込
む
。

新
サ
ー
ビ
ス
「
U
T
m
e
－
・

（
ユ
ー
テ
ィ
ー
ミ
ー
）
」
は
1

枚
か
ら
注
文
で
き
る
。
ま
ず
専

用
ア
プ
リ
を
ス
マ
ホ
に
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
。
ア
プ
リ
を
起
動
さ
せ

る
と
画
面
に
無
地
の
T
シ
ャ
ツ

が
表
示
さ
れ
、
指
で
な
ぞ
る
と

絵
の
具
で
描
い
た
よ
う
に
自
由

に
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
。
シ
ャ
ツ

は
白
地
で
サ
イ
ズ
は
選
べ
る
。

好
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
写
真

を
取
り
込
み
デ
ザ
イ
ン
す
る
ほ

か
、
ス
マ
ホ
を
激
し
く
振
る
と

イ
ン
ク
が
飛
び
散
っ
た
り
す
る

加
工
も
で
き
る
。

ユ
ニ
ク
ロ
は
従
来
も
シ
ャ
ツ

な
ど
に
あ
ら
か
じ
め
作
っ
て
あ

る
画
像
を
プ
リ
ン
ト
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。
新
サ

ー
ビ
ス
は
ス
マ
ホ
を
使
い
そ
の

場
で
自
在
に
デ
ザ
イ
ン
を
変
え

ら
れ
る
の
が
特
徴
だ
。

ユ
ニ
ク
ロ
銀
座
店
（
垂
兄
・

中
央
）
で
は
5
階
に
専
用
の
印

刷
機
を
用
意
。
最
短
1
0
分
程
度

で
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ャ
ツ
を
受
け

取
れ
る
。
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クラウドで文書保管→端末の安全管理

スマホ普及、業務用に的

企
業
向
け
サ
ー
ビ
ス
を
手

掛
け
る
米
新
興
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
企
業
が
相
次
ぎ
日
本
に

進
出
す
る
。
デ
ー
タ
保
管
の

ボ
ッ
ク
ス
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
）
は
2
0
日
、
コ
ニ
カ
ミ

ノ
ル
タ
な
ど
と
協
力
し
て
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る

と
発
表
し
た
。
端
末
管
理
の

グ
ッ
ド
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

（
同
）
も
N
T
T
ド
コ
モ
と

組
む
な
ど
市
場
開
拓
に
向
け

国
内
大
手
企
業
と
の
連
携
が

延
む
。
国
内
企
業
で
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
の
業

務
利
用
が
増
え
て
お
り
日
本

が
世
界
の
ネ
ッ
ト
企
業
の
主

戦
場
と
な
り
そ
う
だ
。

ボ
ッ
ク
ス
は
ク
ラ
ウ
ド
コ

ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
仕
組

み
を
活
用
し
た
デ
ー
タ
の
保

管
・
共
有
サ
ー
ビ
ス
を
手
掛

け
る
。
米
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ

ク
ト
リ
ッ
ク
（
G
E
）
が
全

世
界
の
社
員
3
0
万
人
に
使
わ

せ
る
こ
と
を
決
め
た
。
日
本

で
は
昨
年
に
現
地
法
人
を
設

立
し
、
2
0
日
に
サ
ー
ビ
ス
を

正
式
に
始
め
た
。

ク
ラ
ウ
ド
の
特
用
で
社
員

は
外
出
先
で
も
ス
マ
ホ
な
ど

で
文
書
な
ど
を
閲
覧
・
編
集

す
る
こ
と
が
可
能
。
複
数
の

人
が
情
報
を
共
有
し
て
仕
事

の
効
率
を
高
め
る
こ
と
も
で

き
る
。
日
本
で
は
N
T
T
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
や
サ

イ
ポ
ウ
ズ
と
も
協
力
。
コ
ニ

カ
ミ
ノ
ル
タ
は
複
写
機
で
取

り
込
ん
だ
文
書
を
ボ
ッ
ク
ス

の
ク
ラ
ウ
ド
に
保
存
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
纏
供
す
る
。

グ
ッ
ド
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

は
グ
ッ
ド
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

・
ジ
ャ
パ
ン
（
東
京
・
港
）

を
設
立
し
、
米
I
T
（
情
報

技
術
）
大
手
、
サ
ン
・
マ
イ

ク
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
（
現
オ
ラ

ク
ル
）
の
日
本
法
人
元
幹
部

を
ト
ッ
プ
に
起
用
し
た
。
グ

米
新
興
ネ
ッ
ト
企
業
上
陸

ッ
ド
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
社

員
が
利
用
す
る
ス
マ
ホ
な
ど

の
端
末
や
ア
プ
リ
（
応
用
ソ

フ
ト
）
を
管
理
し
て
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
を
保
つ
サ
ー
ビ
ス

を
手
掛
け
て
お
り
、
N
T
T

ド
コ
モ
を
通
じ
て
売
る
。

各
社
が
日
本
に
参
入
す
る

の
は
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

（
多
機
能
携
帯
端
末
）
の
急

速
な
普
及
が
あ
る
。
ス
マ
ホ

の
携
帯
電
話
契
約
数
に
占
め

る
割
合
は
年
内
に
5
割
を
超

え
る
見
通
し
。
社
員
が
出
先

で
作
業
し
た
り
個
人
の
端
末

を
業
務
で
使
っ
た
り
と
い
っ

た
働
き
方
も
増
え
て
い
る
。

国
内
大
手
企
業
と
組
む
の

は
米
国
仕
様
の
サ
ー
ビ
ス
だ

け
で
は
日
本
で
苦
戦
す
る
と

の
読
み
が
あ
る
。
例
え
ば
日

本
で
は
米
国
ほ
ど
法
人
用
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
普
及
し

て
お
ら
ず
、
決
済
機
能
の
不

備
か
ら
企
業
の
囲
い
込
み
に

失
敗
す
る
例
も
多
い
と
い

う
。
G
E
が
技
術
力
を
評
価

し
た
ボ
ッ
ク
ス
も
、
日
本
で

は
「
強
い
事
業
基
盤
を
持
つ

シ
ス
テ
ム
構
築
会
社
と
連
携

す
る
」
　
（
ア
ー
ロ
ン
・
レ
ビ

ー
最
高
経
営
責
任
者
）
と
手

堅
く
攻
め
る
方
針
だ
。
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守るヤマト

クール便の総量管理制度のしくみ

2014年 �総量管理制度を導入 

5月後半 �0過去の実績から到着量 

を日ごとに予測 
。予測を基に各拠点の設 

億を再配置 
0予測を超えた場合のル 

ールを策定 

6月後半 �実運用開始 

† �0出荷実績を基に翌日の 

繁忙期 �到着量を各拠点に通知 

J �0警報が表示されたら拠 

8月中旬 �点間で融通するなど事 

前のルール通りに対応 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の
普
及
で
急
成
長
す
る
宅
配
市
場
で
新
た
な

競
争
が
始
ま
る
。
ヤ
マ
ト
運
輸
は
2
0
日
、
荷
物
の
総
量
を
管
理
す
る
な

ど
ク
ー
ル
宅
急
便
の
品
質
維
持
対
策
を
ま
と
め
た
。
王
者
「
ク
ロ
ネ
コ
」

が
品
質
重
視
へ
カ
ジ
を
切
る
な
か
、
日
本
郵
便
は
企
業
向
け
物
流
に
本

格
参
入
。
佐
川
急
便
も
シ
ェ
ア
奪
還
へ
攻
勢
を
強
め
る
。
7
月
の
中
元

商
戦
を
控
え
、
宅
配
便
を
巡
る
三
つ
ど
も
え
の
戦
い
が
幕
を
あ
げ
た
。

・
宅
配
便
、
シ
ェ
ア
政
変
も

「
今
年
は
配
送
を
数
日
ず

ら
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」
。

ヤ
マ
ト
の
営
業
担
当
者
が

今
、
大
手
百
貨
店
や
量
販
店

に
足
を
運
び
、
こ
ん
な
緊
急

要
諦
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

中
元
需
要
を
分
散

西
武
池
袋
本
店
が
2
0
日
に

中
元
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
す
る

な
ど
早
く
も
始
ま
っ
た
中
元

商
戦
。
贈
答
品
の
扱
い
が
ピ

ー
ク
を
迎
え
る
の
は
6
月
3
0

～
7
月
2
日
だ
。
昨
年
は
7

月
2
日
が
ヤ
マ
場
で
、
低
温

輸
送
サ
ー
ビ
ス
「
ク
ー
ル
宅

急
便
」
の
取
り
扱
い
は
約
1

2
1
万
個
と
通
常
の
3
倍
に

膨
ら
ん
だ
。
今
年
は
出
足
か

ら
、
需
要
を
分
散
す
る
た
め

に
協
力
を
呼
び
か
け
る
。

ヤ
マ
ト
が
同
日
ま
と
め
た

対
策
の
柱
は
「
総
量
管
理
制

度
」
の
導
入
だ
。
「
過
去
の

受
注
実
績
に
基
づ
く
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
活
用
」
　
（
長
尾
裕

常
務
執
行
役
員
）
し
て
需
要

法
人

け
、
本
格
参
入
仙

総
量
管
理
、
質
を
優
先

を
予
測
し
、
ク
ー
ル
便
に
必

要
な
車
両
や
機
材
な
ど
を
用

意
す
る
。
6
月
後
半
か
ら
の

繁
忙
期
で
は
、
商
物
の
扱
い

デ
ー
タ
重
刑
夜
ま
で
に
各
配

送
拠
点
に
送
る
。
到
着
量
が

輸
送
能
力
を
上
回
る
場
合

は
、
拠
点
ど
う
し
で
融
通
す

る
な
ど
緊
急
策
を
講
じ
る
。

昨
年
1
0
月
に
ク
ー
ル
便
の

温
度
管
理
の
不
備
が
発
覚
し

て
以
来
、
ヤ
マ
ト
は
品
質
改

善
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
気

温
が
上
昇
す
る
夏
場
は
ま
さ

に
正
念
場
だ
。
保
冷
車
両
の

拡
充
に
加
え
て
、
現
場
と
経

営
層
を
つ
な
ぐ
品
質
指
導
長

を
配
置
。
総
量
管
理
で
需
要

を
「
見
え
る
化
」
し
、
再
発

防
止
を
徹
底
す
る
。

総
量
管
理
で
荷
物
の
引
き
一

受
け
を
断
る
わ
け
で
は
な

い
。
た
だ
、
顧
客
の
要
請
通

り
に
引
き
受
け
る
ヤ
マ
ト
の
一

精
神
に
照
ら
せ
ば
「
（
本
来
■

は
）
タ
ブ
ー
」
　
（
山
内
雅
喜

社
長
）
。
そ
れ
で
も
宅
配
業

界
初
の
試
み
に
取
り
組
む
の

は
「
品
質
の
維
持
と
信
頼
回

復
を
最
優
先
す
る
」
た
め
だ
。

今
年
か
ら
大
口
の
法
人
に

対
し
、
実
質
的
な
値
上
げ
を

要
請
し
て
い
る
の
も
そ
の
一

環
だ
。
従
来
は
荷
物
の
個
数

に
応
じ
て
ほ
ぼ
l
律
に
料
金

を
徴
収
し
た
が
ハ
サ
イ
ズ
ご

と
に
決
め
た
運
賃
を
受
け
取

る
よ
う
に
改
め
る
。
品
質
維

持
の
た
め
適
正
な
料
金
水
準

に
戻
す
狙
い
が
あ
る
。

ネ
ッ
ト
通
販
の
成
長
で
、

宅
配
便
市
場
は
拡
大
す
る
一

方
だ
。
2
0
1
3
年
度
の
国

内
取
扱
個
数
は
3
6
億
個
程
度

と
、
ネ
ッ
ト
勃
興
期
の
1
9

9
8
年
度
か
ら
倍
増
し
た
。

一
方
、
通
野
霞
の
間
で
は

顧
客
獲
得
の
た
め
「
配
送
無

料
」
が
増
え
、
∵
運
賃
の
値
下

げ
圧
力
が
強
ま
っ
た
。

佐
川
は
採
算
改
善

業
界
2
伍
の
佐
川
急
便
は

1
3
年
に
、
大
口
顧
客
に
対
し

て
運
賃
引
き
上
げ
を
要
請
。

こ
の
結
果
、
国
内
最
大
顧
客

の
ア
マ
ゾ
ン
ジ
ャ
パ
ン
が
ヤ

マ
ト
に
流
れ
、
佐
川
の
1
3
年

度
の
取
扱
個
数
が
一
挙
に
1
0

％
も
減
る
事
態
を
招
い
た
。

佐
川
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス

は
9
8
年
の
宅
配
便
参
入
以
来

初
め
て
だ
が
、
収
穫
も
あ
っ

た
。
宅
配
便
の
平
均
単
価
は

墨
葉
見
込
み
で
4
㌢

円
と
、
最
低
水
準
の
1
3
年
3

月
末
よ
り
3
0
円
上
が
る
。
採

算
は
改
善
し
っ
つ
あ
る
。
．

実
は
値
上
げ
で
先
行
し
た

の
は
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
の

日
本
郵
便
だ
。
1
0
年
夏
に
日

本
通
運
の
ペ
リ
カ
ン
便
を
吸

収
し
、
大
口
顧
客
に
運
賃
適

正
化
を
求
め
た
。
当
時
は
シ

ス
テ
ム
障
害
な
ど
ト
ラ
ブ
ル

続
き
で
統
合
効
果
を
発
揮
で

き
な
か
っ
た
が
、
全
国
の
配

送
網
を
生
か
し
た
輸
送
能
力

は
際
立
つ
。
3
月
末
の
消
費

増
税
前
の
駆
け
込
み
需
要
で

も
「
他
社
で
断
ら
れ
た
顧
客

が
流
れ
て
き
た
」
　
（
日
本
郵

政
の
西
室
泰
三
社
長
）
。
1
3

年
度
の
「
ゆ
う
パ
ッ
ク
」
の

取
扱
個
数
は
4
億
2
8
4
3

万
個
と
1
2
％
伸
び
た
。

一
集
中
処
理
で
き
る
大
規
模
な

一
物
流
拠
点
を
全
国
2
0
カ
所
に

日
本
郵
便
は
今
後
も
攻
勢

を
か
け
る
。
集
配
送
業
務
を

設
置
。
本
や
書
類
を
運
ぶ
「
ゆ

う
メ
ー
ル
」
よ
り
一
回
り
大

き
い
サ
イ
ズ
を
扱
え
る
「
ゆ
・

う
パ
ケ
ッ
ト
」
と
呼
ぶ
商
品

も
投
入
す
る
。

4
月
に
は
企
業
向
け
物
流

サ
ー
ビ
ス
を
担
う
「
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
企
画
部
」
を
新
設

し
た
。
配
送
に
加
え
て
在
庫

管
理
や
梱
包
‥
決
済
サ
ー
ビ

ス
ま
で
提
供
も
法
人
顧
客
を

取
り
込
む
。
西
室
社
長
も
「
日

本
郵
便
の
業
務
の
柱
に
育
て

た
い
」
と
意
気
込
む
。
一

へ
今
後
も
ネ
ッ
ト
通
販
の
普

及
は
確
実
。
企
業
が
扱
う
荷

物
も
小
口
化
し
て
宅
配
サ
ー

ビ
ス
は
広
が
る
。
こ
の
ペ
ー

ス
な
ら
3
年
後
に
年
4
0
億
個

を
突
破
す
る
勢
い
だ
。
ヤ
マ

ト
の
方
針
転
換
で
シ
ー
ァ
激

変
が
必
至
の
宅
配
便
。
今
夏

の
中
元
商
戦
が
そ
の
前
哨
戦

と
な
る
。
　
（
森
園
泰
寛
）
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レノポM＆A戦略
中
国
レ
ノ
ポ
・
グ
ル
ー
プ
が
株
価
低
迷
に
あ
え
い
で
い
る
。
2
1
日
発
…
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
買
収
な
ど
、
巨
額
の
資
金
を
投
じ
て
獲
得
す
る
事
業

表
し
た
2
0
1
4
年
3
月
期
決
算
が
売
上
高
、
純
利
益
と
も
に
過
去
最
古
効
果
に
疑
問
が
く
す
ぶ
る
た
め
だ
。
レ
ノ
ボ
の
大
型
M
＆
A
（
合
併

高
を
更
新
し
た
割
に
は
市
場
の
反
応
は
限
ら
れ
た
。
米
モ
ト
ロ
ー
ラ
・
∵
買
収
）
戦
略
は
試
練
を
迎
え
て
い
る
。

練
ヒ
ッ
ト
製
品
づ
く
り
苦
戦

式
一
一
㌦
沃
持
濾
浮
珊

『【】】【ェ

続
い
て
い
る
が
、
い
つ
黒
字

転
換
す
る
の
か
」
　
「
買
収
後

の
収
益
は
ど
う
な
る
の
か
」
。

レ
ノ
ボ
が
香
港
で
2
1
日
開
い

た
決
算
説
明
会
。
相
次
い
だ

の
は
、
1
月
末
に
発
表
し
た

モ
ト
ロ
ー
ラ
の
端
末
事
業
買

収
な
ど
に
対
す
る
「
疑
念
の

声
」
だ
っ
た
。

母
国
で
稼
ぐ
強
み

レ
ノ
ボ
の
業
績
は
好
緬

だ
。
1
4
年
3
月
期
の
純
利
益

は
前
の
期
比
2
9
％
増
の
8
億

1
7
0
0
万
㌦
（
約
8
3
0

億
円
）
と
過
去
最
高
。
主
力

の
パ
ソ
コ
ン
販
売
が
5
5
0

0
万
台
と
6
％
増
え
た
の
が

寄
与
し
た
。
母
国
の
中
国
で

官
公
庁
や
大
企
業
の
需
要
を

一
手
に
撞
り
、
着
実
に
稼
げ

る
基
盤
が
強
み
だ
。

だ
が
株
価
は
さ
え
な
い
。

業
績
の
拡
大
期
待
か
ら
1
月

2
4
日
に
昨
年
来
高
値
を
付
け

た
後
は
上
値
が
重
い
。
好
決

算
を
受
け
続
伸
し
た
2
1
日
も

終
値
は
1
月
高
値
か
ら
な
お

2
割
安
い
水
準
だ
。
株
価
が

低
い
ま
ま
だ
と
財
務
戦
略

の
足
を
引
っ
張
り
か
ね
な

ヽ

t

 

O

株
価
低
迷
は
1
月
3
0
日
に

米
グ
ー
グ
ル
か
ら
モ
ト
ロ
ー

ラ
の
端
末
事
業
蓋
見
収
す
る

と
発
表
し
て
か
ら
。
レ
ノ
ボ

は
「
モ
ト
ロ
ー
ラ
」
ブ
ラ
ン

ド
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
生

産
や
販
売
の
権
利
を
引
き
継

ぐ
が
、
買
収
額
は
約
2
9
億
㌦
。

楊
元
慶
・
最
高
経
営
責
任
者

（
C
E
O
）
は
「
急
成
長
す

る
ス
マ
ホ
分
野
で
強
力
な
グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
と
な
る
機
会

を
得
る
」
と
主
張
す
る
。

北
米
や
南
米
に
強
い
モ
ト

ロ
ー
ラ
を
加
え
る
こ
と
で
、

中
国
l
辺
例
だ
っ
た
レ
ノ
ボ

の
ス
マ
ホ
事
業
は
世
界
に
広

が
る
。
世
界
シ
ェ
ア
は
1
～

3
月
期
に
計
7
・
5
％
と
な

り
、
韓
国
サ
ム
ス
ン
電
子
や

示
特
許
は
約
1
万
7
0
0
0

米
ア
ッ
プ
ル
に
次
ぐ
3
番
手

■
に
浮
上
。
尭
上
高
の
8
割
を

パ
ソ
コ
ン
に
依
存
す
る
レ
ノ

ボ
に
と
っ
て
、
喫
緊
の
課
題

だ
っ
た
事
業
多
角
化
と
い
う

問
題
を
解
決
し
て
く
れ
る
は

ず
だ
っ
た
が
、
市
場
は
疑
心

暗
鬼
の
姿
勢
童
朋
さ
な
い
。

財
務
の
悪
化
懸
念

不
安
材
料
は
2
つ
だ
。
第

1
が
財
務
の
悪
化
懸
念
。
レ

ノ
ボ
は
米
I
B
M
か
ら
低
価

格
サ
ー
バ
ー
事
業
も
買
収
す

る
。
2
件
の
買
収
金
額
は
計

5
2
億
㌦
。
レ
ノ
ボ
の
時
価
総

額
の
半
分
に
匹
敵
す
る
規
模

だ
。
3
月
末
時
点
で
約
4
0
億

㌦
あ
っ
た
現
預
金
は
底
を
つ

く。
も
う
一
つ
は
技
術
力
だ
。

1
1
年
に
グ
ー
グ
ル
が
買
収
を

決
め
た
際
、
モ
ト
ロ
エ
フ
が

持
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
ス
マ

待
し
て
い
た
が
、
こ
れ
で
は

技
術
に
優
れ
た
ヒ
ッ
ト
商
品

は
登
場
し
そ
う
も
な
い
。

「
聯
想
（
レ
ノ
ボ
）
に
は

特
長
が
な
い
。
あ
え
て
言
え

ば
、
安
い
こ
と
か
な
」
。
北

京
市
内
の
家
電
量
販
店
「
国

英
電
器
」
。
ス
マ
ホ
担
当
者

は
真
顔
で
話
す
。
ア
ッ
プ
ル

「
i
P
h
O
n
e
」
や
サ
ム

ス
ン
「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
」
が

並
ぶ
申
「
レ
ノ
ボ
は
名
前
が

出
て
く
る
ヒ
ッ
ト
製
品
が
ほ

と
ん
ど
な
い
」
　
（
同
）
。

買
収
で
開
発
に
要
す
る
時

間
を
買
い
、
巨
大
な
母
国
市

場
で
収
益
を
拡
大
、
そ
し
て

次
な
る
M
＆
A
に
つ
な
げ
る

レ
ノ
ボ
の
苦
し
い
現
実
と
、

「
ヒ
ッ
ト
製
品
」
を
生
み
出

し
て
ほ
し
い
市
場
の
期
待
。

こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
埋
ま
ら
な

い
限
り
、
株
価
の
低
迷
か
ら

抜
け
出
す
の
は
難
し
そ
う

だ

。

■

″

≡≡≡≡≡≡≡≡三三≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡

件
。
だ
が
レ
ノ
ボ
に
渡
る
の

は
1
割
の
み
。
し
か
も
モ
ト

ロ
ー
ラ
で
次
世
代
技
術
を
研

究
す
る
先
端
技
術
開
発
部
門

な
ど
は
グ
ー
グ
ル
に
残
り
、

腕
時
計
型
や
メ
ガ
ネ
型
の
ウ

エ
ア
ラ
ブ
ル
（
身
に
つ
け
る
）

端
末
と
い
っ
た
新
製
品
の
開

発
を
型
ユ
こ
と
に
な
っ
た
。

重
要
技
術
と
開
発
部
隊
を

レ
ノ
ボ
が
撞
り
、
技
術
革
新

に
取
月
蘭
心
め
港
市
腸
侶
瀞

－
－
。
こ
れ
が
レ
ノ
ポ
の
基

本
戦
略
だ
。
0
5
年
に
は
米
I

B
M
か
ら
「
T
h
i
n
k
P

a
d
」
に
代
表
さ
れ
る
パ
ソ

コ
ン
事
業
蓋
且
収
し
、
一
気

に
世
界
プ
レ
ー
ヤ
ー
へ
と
の

し
上
が
っ
た
。
そ
れ
以
降
も

積
極
的
な
M
＆
A
で
パ
ソ
コ

ン
の
シ
ェ
ア
を
世
界
首
位
に

急
浮
上
さ
せ
て
い
る
。

「
ス
マ
ホ
で
も
パ
ソ
コ
ン

同
様
の
成
功
が
期
待
で
き

る
」
。
楊
氏
は
モ
ト
ロ
ー
ラ

買
収
で
「
T
h
l
n
k
P
a

d
の
成
功
」
再
来
を
思
い
描

く
。
だ
が
モ
ト
ロ
ー
ラ
は
赤

字
が
続
い
て
お
り
、
レ
ノ
ボ

の
収
益
に
悪
影
響
を
与
え
る

可
能
性
も
あ
る
。
「
次
の
成

長
の
糧
」
蓋
早
つ
し
か
な
い
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「
ピ
ン
タ
レ
ス
ト
」
で
販
促

写
蓋
へ
有
サ
イ
ト
電
通
が
提
掛

電
通
は
米
国
生
ま
れ
の
写

真
共
有
サ
イ
ト
「
ピ
ン
タ
レ

ス
ト
」
を
使
っ
て
企
業
や
団

体
の
販
促
活
動
を
支
援
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。
世
界

で
推
定
6
0
0
0
万
人
の
利

用
者
が
い
る
サ
イ
ト
に
企
業

専
用
ペ
ー
ジ
を
作
り
、
商
品

写
真
を
掲
載
し
た
り
消
費
者

と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
た
り
す
る
。
電
通
は
企
業

に
対
し
て
ネ
ッ
ト
の
口
コ
ミ

に
よ
る
効
果
的
な
販
促
の
企

画
・
提
案
を
す
る
。

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
は
日
本

法
人
の
ピ
ン
ク
レ
ス
ト
・
ジ

ヤ
パ
ン
（
東
京
・
千
代
田
）

と
提
携
し
て
提
供
す
る
。
ピ

ン
タ
レ
ス
ト
は
ネ
ッ
ト
上
に

あ
る
お
気
に
入
り
の
写
真
を

自
分
専
用
ペ
ー
ジ
に
登
録
し

て
楽
し
む
サ
ー
ビ
ス
。
関
心

が
あ
る
分
野
を
推
定
し
や
す

い
た
め
、
販
促
に
活
用
し
や

す
い
と
い
う
。

・
例
え
ば
調
味
料
メ
ー
カ
ー

が
、
自
社
の
商
品
を
使
っ
た

料
理
写
真
を
集
め
た
サ
イ
ト

を
開
設
。
自
ら
調
理
例
の
写

真
を
掲
載
し
た
り
、
消
費
者

に
投
稿
し
て
も
ら
っ
た
り
す

る
。
消
費
者
は
気
に
入
っ
た

写
真
が
あ
れ
ば
「
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
」
な
ど
の
交
流
サ
イ

ト
（
S
N
S
）
で
友
人
に
知

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
電

通
は
こ
う
し
た
機
能
を
使
っ

て
口
コ
ミ
を
誘
う
。

こ
の
ほ
ど
農
林
水
産
省
と

組
ん
で
和
食
の
写
真
や
調
理

法
（
レ
シ
ピ
）
の
記
事
な
ど

を
掲
載
す
る
サ
イ
ト
を
開
設

し
た
。
日
本
食
の
普
及
活
動

に
生
か
す
。
今
後
は
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
、
グ
ル
メ
、
雑
貨
な

ど
幅
広
い
分
野
で
企
業
の
販

促
を
支
援
す
る
。

ピ
ン
タ
レ
ス
ト
は
サ
イ
ト

の
集
客
手
段
と
し
て
、
米
国

で
は
「
ツ
イ
ッ
タ
ー
」
を
上

回
る
効
果
を
持
つ
と
の
調
査

も
あ
る
。
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女性向け漫画
月額制で配信
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出
版
大
手
の
講
談
社
と
G

y
a
O
（
東
京
・
港
）
は
6

月
5
日
、
月
額
制
で
女
性
向

け
漫
画
を
配
信
す
る
サ
ー
ビ

ス
「
女
子
コ
ミ
ー
」
を
始
め

と
が
で
き
る
。
価
格
は
月
額

税
別
3
0
0
円
。
毎
日
配
信

す
る
こ
と
で
読
者
が
新
し
い

作
品
に
触
れ
る
機
会
を
作

り
、
単
行
本
の
販
売
増
に
つ

化
し
た
「
L
・
D
K
（
エ
ル

デ
ィ
ー
ケ
ー
）
」
－
や
、
7
月

に
映
画
化
す
る
「
好
き
っ
て

い
い
な
よ
。
」
な
ど
の
人
気

作
品
は
、
雑
誌
連
載
中
の
最

講
談
社
と
G
y
a
。
単
行
本
の
販
売
増
狙
う

る
。
電
子
書
店
の
「
Y
a
h

O
O
I
・
ブ
ッ
ク
ス
ト
ア
」
上

で
展
開
す
る
用
読
者
は
講
談

社
が
発
行
中
の
女
性
漫
画
誌

6
誌
か
ら
毎
日
、
1
～
2
作

品
に
つ
い
て
1
話
を
読
む
こ

な
げ
る
。
月
間
で
4
0
作
品
以
上
を
配

信
す
る
。
基
本
的
に
は
個
々

の
作
品
の
第
1
話
を
掲
載
。

4
月
に
女
優
の
剛
力
彩
芽
さ

ん
を
主
演
に
起
用
し
て
映
画

新
話
を
配
信
す
る
。

作
品
は
ブ
ラ
ウ
ザ
ー
（
閲

覧
ソ
フ
ト
）
上
で
読
む
こ
と

が
で
き
、
2
話
以
降
を
読
み

た
い
人
に
は
Y
a
h
O
O
I
・

ブ
ッ
ク
ス
ト
ア
で
の
購
入
を

促
す
。
作
品
の
認
知
度
を
高

め
、
読
者
と
の
接
点
を
作
る

こ
と
を
埠
つ
。
大
手
出
版
社

の
女
性
向
け
の
マ
ン
ガ
配
信

サ
ー
ビ
ス
は
珍
し
い
。

書
店
で
は
「
な
か
よ
し
」

や
「
別
冊
フ
レ
ン
ド
」
な
ど

掲
載
誌
ご
と
の
陳
列
に
な
っ

て
い
る
ほ
か
、
漫
画
雑
誌
を

読
む
人
そ
の
も
の
が
減
っ
て

い
る
。
様
々
な
雑
誌
に
掲
載

し
て
い
る
漫
画
を
配
信
し
、

読
者
の
裾
野
を
広
げ
た
い
考

えだ。



2014年（平成26年）5月23∈〕（金曜日）　　　◎日本経済

全国共通の無料lD

官民で観光促進

訪
日
客
に

議
L
A
N

政
府
は
N
T
T
グ
ル
ー
プ

な
ど
と
共
同
で
、
日
本
を
訪

れ
る
外
国
人
が
駅
や
観
光
地

な
ど
の
無
線
L
A
N
（
構
内

情
報
通
信
網
）
サ
ー
ビ
ス
を

簡
単
に
使
え
る
よ
う
に
す

る
。
空
港
な
ど
で
I
D
を
配

り
、
滞
在
中
は
全
国
ど
こ
で

も
ひ
と
つ
の
I
D
で
無
線
L

A
N
を
無
料
で
使
え
る
よ
う

に
す
る
。
2
0
．
1
6
年
度
を

め
ど
に
サ
ー
ビ
ス
を
始
め

る
。
無
線
L
A
N
の
使
い
に

く
さ
は
訪
日
客
の
最
大
の
不

満
の
一
つ
。
観
光
立
国
や
2
0

年
の
東
京
五
輪
に
向
け
、
官

民
一
体
で
改
善
を
急
ぐ
。

無
線
L
A
N
は
ケ
ー
ブ
ル

を
つ
な
が
ず
に
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ

ホ
）
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な

ど
で
高
速
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
楽
し
め
る
サ
ー
ビ
ス
。

空
港
や
鉄
道
会
社
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
飲
食
チ

ェ
ー
ン
な
ど
が
N
T
T
系
や

K
D
D
I
系
の
通
庸
会
社
と

契
約
し
、
乗
客
や
来
店
客
に

無
料
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
例
が
増
え
て
い
る
。

公
共
的
な
空
間
と
し
て

は
、
例
え
ば
成
田
空
港
や
J

R
の
駅
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
店
舗
な

ど
が
代
表
的
な
無
料
の
無
線

L
A
N
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

た
だ
、
現
在
は
施
設
ご
と

に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
を

登
録
し
て
I
D
を
も
ら
わ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
ケ
ー
ス
が

多
い
。
訪
日
客
の
場
合
、
空
】

港
、
鉄
道
、
ホ
テ
ル
な
ど
で
㌦

何
度
も
別
の
I
D
が
必
要
で
仰

煩
雑
と
の
声
が
あ
る
。
米
室

や
韓
国
の
大
都
市
で
は
I
D
、

な
し
で
無
線
L
A
N
を
無
料

で
使
え
る
場
所
も
多
い
。

日
本
の
携
帯
電
話
は
自
社

の
通
信
網
に
し
か
つ
な
げ
な

い
「
S
I
M
ロ
ッ
ク
」
を
掛

け
る
の
が
一
般
的
な
の
で
諸

外
国
に
比
べ
て
街
で
S
I
M

カ
ー
ド
を
手
に
入
れ
に
く
い

こ
と
も
不
満
の
l
因
。
無
料

で
ネ
ッ
ト
を
使
え
な
い
と
ロ
一

－
ミ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
日
本

と
自
国
の
携
帯
事
業
者
間
の

サ
ー
ビ
ス
で
通
信
料
が
割
高

と
な
り
、
滞
在
費
が
押
し
上

げ
ら
れ
る
問
題
が
あ
る
。

に
謂
紺
囲
鞘
銅
一

っ
た
こ
と
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
無
線
L
A
N
の
使
い
に

く
さ
を
挙
げ
る
人
が
2
4
％
に

上
り
、
言
語
や
交
通
な
ど
を

抑
え
て
最
も
多
か
っ
た
。

政
府
は
訪
日
客
が
全
寅
で

使
え
る
共
通
I
D
を
導
入
す

る
方
針
だ
。
総
務
省
と
観
光

庁
、
N
T
T
系
の
N
T
T
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
、
K
D
D
I
系
の
ワ

イ
ヤ
・
ア
ン
ド
・
ワ
イ
ヤ
レ

ス
な
ど
が
今
夏
に
協
議
会
を

つ
く
る
。
空
港
や
鉄
道
、
ホ

テ
ル
業
界
な
ど
と
連
携
し
、

訪
日
客
の
I
D
情
報
を
共
有

川
す
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
つ
く

る
。
総
務
省
は
1
5
年
度
予
算

案
で
開
発
や
実
証
実
験
の
受

用
の
要
求
を
検
討
す
る
。

訪
日
し
た
空
港
や
観
光
地

で
パ
ス
ポ
ー
ト
の
提
示
を
条

件
に
I
D
を
渡
し
た
り
、
ス

マ
ホ
の
ア
プ
リ
（
応
用
ソ
フ

ト
）
で
無
線
L
A
N
を
使
え

る
よ
う
に
し
た
り
す
る
し
く

み
を
想
定
す
る
。
無
料
の
無

線
L
A
N
を
提
供
す
る
全
国

の
施
設
に
共
通
I
D
の
採
用

を
呼
び
か
け
る
。
日
本
人
も

使
え
る
サ
ー
ビ
ス
に
広
げ
る

か
は
協
議
会
で
詰
め
る
。

訪
日
客
は
1
3
年
に
初
め
て

1
千
万
人
を
突
破
し
た
。
政

府
は
2
0
年
に
現
在
の
2
倍
の

2
千
万
人
を
呼
び
込
む
目
槙

を
掲
げ
て
い
る
。
課
題
だ
っ

た
通
信
環
境
を
改
善
で
き
れ

ば
、
訪
日
客
の
リ
ピ
ー
タ
ー

も
期
待
で
き
そ
う
だ
。
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払い　　　　　教材完有化・ 

竃
子
贋
へ
著
作
物
容
易
に

東
大
な
ど
9
大
学
、
共
同
組
織

大
学
の
授
業
な
ど
で
電
子
教
材
を
使
う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
東
京

大
な
ど
国
私
立
9
大
学
は
2
2
日
ま
で
に
、
学
術
論
文
な
ど
の
著
作
物
を
電
子
教
材
に
利

用
し
や
す
く
す
る
た
め
の
共
同
組
織
を
立
ち
上
げ
た
。
著
作
権
者
と
包
括
許
諾
契
約
を

結
ぶ
こ
と
で
、
教
職
員
が
個
別
に
許
諾
を
取
る
手
間
を
省
き
、
教
材
作
成
の
自
由
度
を

高
め
る
の
が
狙
い
。
今
月
か
ら
著
作
権
者
側
と
の
交
渉
を
進
め
て
い
る
。

可
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
。

許
諾
申
請
書
類
の
作
成
や

著
作
権
者
側
と
の
交
渉
に
は

多
大
な
労
力
が
必
要
で
、
許

可
が
出
る
ま
で
に
数
カ
月
か

か
る
こ
と
も
あ
る
。
C
L
R

の
竹
内
比
呂
也
運
営
雪
兵
長

（
千
葉
大
副
学
長
）
は
「
最

新
の
研
究
成
果
を
電
子
教
材

に
反
映
さ
せ
、
学
生
に
潅
供

す
る
の
が
難
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
」
と
話
す
。

C
L
R
は
著
作
権
者
側
と

新
た
な
著
作
権
利
用
の
ル
ー

ル
を
つ
く
り
、
包
括
許
諾
契

約
を
結
ぶ
こ
と
で
煩
雑
な
手

続
き
の
解
消
を
目
指
す
。
今

月
、
学
術
論
文
の
著
作
権
な

ど
を
管
理
す
る
一
般
社
団
法

人
「
学
術
著
作
権
協
会
」
（
東

京
）
な
ど
、
1
著
作
権
管
理
団

体
や
著
作
者
団
体
と
交
渉
を

開
始
。
加
盟
大
学
を
1
0
0

校
程
度
に
増
や
し
、
教
員
が

作
成
し
た
電
子
教
材
の
共
有

化
も
進
め
る
計
画
だ
。

た
だ
、
著
作
権
者
側
に
は

著
作
物
の
安
易
な
複
製
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
拡
散

に
対
す
る
懸
念
が
根
強
い
。

包
括
契
約
が
ま
と
ま
る
ま
で

に
は
曲
折
も
予
想
さ
れ
る
。

権
利
者
と
包
括
契
約

m
　
複
数
の
大
学
が
連
携
し
て

著
作
権
者
側
に
許
諾
申
請
手

続
き
の
省
力
化
を
求
め
る
の

は
全
国
で
初
め
て
。
大
学
関

係
者
は
「
質
の
高
い
電
子
教

材
を
学
生
に
提
供
で
き
る
環

境
を
撃
え
、
大
学
教
育
の
質

の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
」
と

し
て
い
る
。

共
同
組
織
は
「
大
学
学
習

資
源
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
（
C

L
R
）
。
現
在
は
東
京
大
の

ほ
か
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、

筑
波
大
、
千
葉
大
、
名
古
屋

大
、
京
都
大
、
九
州
大
、
慶
応

義
塾
大
が
加
盟
し
て
い
る
。

著
作
権
法
は
「
著
作
権
者

の
利
益
を
不
当
に
害
さ
な
い

こ
と
」
を
条
件
に
、
著
作
権

者
の
許
諾
な
く
大
学
の
授
業

で
コ
ピ
ー
な
ど
を
利
用
す
る

こ
と
を
例
外
的
に
認
め
て
い

る
。
だ
が
、
授
業
で
の
利
用

を
超
え
、
電
子
教
材
を
サ
ー

バ
ー
に
保
存
し
続
け
た
り
、

教
具
・
学
生
間
で
共
有
し
た

り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
た
め
、
複
数
の
著
作

物
を
転
載
ま
た
は
加
工
し
た

電
子
教
材
を
作
成
す
る
▽
2

－
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
著
作
権
の

あ
る
著
作
物
を
利
用
す
る
▽

著
作
物
を
含
む
電
子
教
材
を

電
子
メ
ー
ル
で
学
生
に
送
信

す
る
－
－
な
ど
の
ケ
ー
ス
は

大
学
の
教
職
員
が
1
件
ご
と

に
著
作
権
者
側
か
ら
使
用
許



窟
単
的
サ
宥
十
・
攣

翌
∴
諭
吉
語
に
対
臥
鰯

∵率

阪
急
常
轟
ア
ル
ズ
は
直

営
ホ
テ
ル
爪
掌
約
サ
イ
ト
で

望
嘉
の
封
蜜
始
ぬ
た
。

英
許
や
中
国
帯
に
加
え
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
蘇
、
ベ
ト
ナ
ム

語
、
ト
ル
コ
語
な
ど
も
使
え

る
。
∫
2
0
2
0
年
の
憂
思
五

輪
開
催
を
に
ら
み
、
今
後
増

え
る
外
国
人
客
の
受
け
入
れ

態
勢
を
充
実
す
る
。

予
約
で
き
る
の
は
、
大
阪

新
阪
急
ホ
テ
ル
（
大
阪
市
）
、

ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
（
同
）
、
第
一
ホ

テ
ル
東
京
シ
ー
フ
ォ
ー
ト

（
東
京
㍉
品
川
）
な
ど
1
5
ホ

テル。外
国
人
客
か
ら
要
望
が
多

い
無
線
L
A
N
．
寝
内
情
報

通
僧
綱
）
－
「
W
J
卜
F
l
」

も
あ
わ
せ
て
導
入
し
た
。
全

膚
室
と
主
な
レ
ス
士
フ
ン
、

宴
会
場
で
利
用
で
き
る
。

訪
日
外
国
人
客
は
「
東
南

ア
ジ
ア
や
南
ア
ジ
ア
か
ら
の

宿
泊
客
の
伸
び
が
目
立
つ
」

（
同
社
）
。
仝
宿
泊
客
に
占

め
る
外
国
人
の
比
率
は
高
ま

っ
て
お
り
、
大
阪
新
阪
急
は

1
3
年
隊
に
2
5
灘
と
．
1
2
年
度
比

6
淵
替
。
阪
急
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
も
1
3
年
度
は
1
3
％

と
3
摺
増
え
た
。
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N
T
T
ド
コ
モ
は
企
業
に
提

供
す
る
I
T
（
情
報
技
術
）
サ

ー
ビ
ス
を
増
や
す
。
出
資
す
る

米
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
企
業
、
エ

バ
ー
ノ
ー
ト
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ド
コ
モ

ア
州
）
の
情
報
保
存
・
共
有
サ

ー
ビ
ス
を
7
月
か
ら
国
内
で
販

売
す
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス

マ
ホ
）
は
個
人
を
中
心
に
普
及

が
進
み
、
伸
び
が
鈍
っ
て
き
た
。

米
エ
バ
ー
ノ
ー
ト
．
の
ク
ラ
ウ
ド
提
供

謂
用
約
銅
鏑
鮎

と
し
て
育
て
て
い
く
狙
い
だ
。

エ
バ
ー
ノ
ー
ト
の
企
業
向
け

サ
ー
ビ
ス
「
エ
バ
ー
ノ
ー
ト
・

ビ
ジ
ネ
ス
」
を
提
供
す
る
。
ク

ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
活
用
し
て
情
報
を
ネ
ッ
ト
上

で
保
存
・
共
有
す
る
仕
組
み
。

企
業
の
情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
者

な
ど
が
管
理
し
や
す
く
し
た
。

現
在
、
世
界
で
1
万
2
千
社
以

上
が
使
っ
て
い
る
。

ド
コ
モ
は
エ
バ
ー
ノ
T
ト
の

株
主
で
あ
り
個
人
向
け
サ
ー
ビ

ス
で
協
力
実
績
も
あ
る
。
エ
バ

ー
ノ
」
ト
は
こ
れ
ま
で
日
本
で

企
業
向
け
サ
ー
ビ
ス
を
1
人
当

た
り
月
1
1
0
0
円
で
利
用
者

に
直
接
販
売
し
て
き
た
。
．
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お得意様優遇

T力⊥ �ド、ポイント還元アップ 

商圏縮小、囲い込みに躍起

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
は
7

月
、
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
刷
新

す
る
。
同
社
が
発
行
す
る
共

通
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
「
フ
ァ

ミ
マ
T
カ
ー
ド
」
の
利
用
者

を
対
象
に
月
々
の
利
用
額
に

応
じ
て
還
元
率
が
高
く
な
る

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
。
2
0

1
4
年
度
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
の
出
店
数
は
過
去

最
高
に
な
る
見
通
し
。
1
店

あ
た
り
の
商
圏
は
年
々
縮
ん

で
お
り
、
百
貨
店
や
ス
ー
パ

ー
が
得
意
と
し
て
き
た
「
お

得
意
様
」
作
り
を
狙
う
。

月
の
購
入
額
に
応
じ
て
還

元
率
を
変
え
る
「
フ
ァ
ミ
ラ

ン
ク
」
を
7
月
5
日
に
始
め

る
。
こ
れ
ま
で
は
1
0
0
円

ヽ
マモヘアフ

で
1
澤
付
与
（
ク
レ
ジ
ッ
ト

決
済
は
2
0
0
円
）
し
て
き

た
が
、
他
社
が
発
行
し
た
「
T

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
」
を
使
う

時
も
含
め
て
一
律
2
0
0
円

で
1
縛
に
変
更
す
る
。
そ
の

う
え
で
月
の
購
入
額
が
1
万

5
0
0
0
円
以
上
の
顧
客
は

2
0
0
円
で
3
淵
H
、
5
0
0

0
～
1
万
4
9
9
9
円
は
2

澤
と
優
遇
す
る
。
4
9
9
9

円
以
下
の
顧
客
は
付
与
率
が

従
来
よ
り
低
く
な
る
。

T
ポ
イ
ン
ト
の
加
盟
企
業

が
付
与
率
を
下
げ
る
例
は
あ

っ
た
が
、
利
用
額
や
回
数
に

応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を
優
遇
す

る
の
は
運
営
主
体
の
カ
ル
チ

ュ
ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・

ク
ラ
ブ
（
C
C
C
）
の
「
T

S
U
T
A
Y
A
（
ツ
タ
ヤ
）
」

に
次
ぎ
2
例
日
と
い
う
。

コ
ン
ビ
ニ
の
ポ
イ
ン
ト
で

は
電
子
マ
ネ
ー
機
能
を
持
つ

セ
ブ
ン
庖
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
の
「
n
a
n
a
C

O
（
ナ
ナ
コ
）
」
の
会
員
数

が
3
千
万
人
を
突
破
し
た
。

T
カ
ー
ド
全
体
の
会
員
数
は

約
5
0
0
0
万
人
い
る
が
、

フ
ァ
ミ
マ
は
約
5
4
0
万
人

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

フ
ァ
ミ
マ
は
刷
新
を
機
に

今
年
度
中
に
会
員
数
を
1
千

万
人
に
引
き
上
げ
る
計
画

だ
。
1
8
歳
以
上
は
ク
レ
ジ
ッ

ト
機
能
付
き
の
フ
ァ
ミ
マ
T

カ
ー
ド
し
か
発
行
し
て
い
な

か
っ
た
が
、
通
常
の
カ
ー
ド

の
発
行
対
象
を
全
年
齢
に
広

げ
る
。
女
性
限
定
で
付
与
率

を
あ
げ
る
「
レ
デ
ィ
ー
ス
デ

ー
」
も
設
け
る
考
え
。

サ
ー
ク
ル
K
サ
ン
ク
ス
も

5
月
に
新
し
い
会
員
組
織

「
＋
K
（
プ
ラ
ス
ケ
イ
）
」

を
立
ち
上
げ
た
。
商
品
情
報

が
集
ま
る
サ
イ
ト
で
ゲ
ー
ム

毒
し
た
り
、
交
流
サ
イ
ト
（
S

N
且
の
ツ
イ
ッ
ク
ー
で
つ

ぶ
や
い
た
り
す
る
と
ポ
イ
ン

ト
に
あ
た
る
「
十
K
コ
イ
ン
」

を
発
行
す
る
。

コ
ン
ビ
ニ
が
お
得
意
様
づ

く
り
を
急
ぐ
背
景
に
は
商
圏

の
縮
小
が
あ
る
。
都
市
部
で

は
半
径
5
0
0
㍍
が
商
圏
と

い
わ
れ
て
い
た
が
「
今
は
2

0
0
㍍
」
　
（
サ
ー
ク
ル
K
サ

ン
ク
ス
）
。
セ
ブ
ン
＆
ア
イ

の
村
田
紀
敏
社
長
は
「
顧
客

と
の
『
ラ
ス
ト
ワ
ン
ハ
ロ
ン

（
約
2
0
0
㍍
）
』
の
距
離

が
重
要
。
我
々
の
強
み
も
そ

こ
に
あ
る
」
と
指
摘
。
各
社

が
顧
客
の
囲
い
込
み
に
し
の

ぎ
を
削
っ
て
い
る
。
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数学と別原理、のぞき見不能

情通機構などまず電子カルデ

量子暗号の鑑で電子カルテを守る 

中央病院など　　　　　　　地域病院など 

匿∃tl・ト器瓢憲‖ト固 
酎カルテ騰号化　㍑ 

量子暗号　　　l　解読モ 
をつくる 
装置 

鍵　〇・山 

専用コン　　　かざして　かざして　　解読用コン 
ピューター　　鍵を受け　鍵を渡す　　ピューター 

取る 

るえて性用診
とばいがは療
みこるあ個情
てうが　つ人事良
い　し、て情な
るた量対草炭ど0危子象流医

険暗外出療
を号にので
防をな危の
げ便　つ険亨舌

量
子
暗
号
で
個
人
情
報
守
る

情
報
通
信
研
究
機
構
は
原

理
的
に
盗
聴
が
不
可
能
と
さ

れ
る
「
量
子
暗
号
」
を
使
い
、

電
子
カ
ル
テ
な
ど
の
個
人
情

報
を
強
力
に
保
護
す
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
開

発
し
た
。
患
者
な
ど
利
用
者

が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ

ホ
）
に
入
れ
た
暗
号
を
解
く

鍵
が
な
い
と
内
容
が
わ
か
ら

ず
、
の
ぞ
き
見
や
個
人
情
報

の
流
出
を
ほ
ぼ
防
げ
る
と
い

う
。
ま
ず
医
療
機
関
の
情
報

向
け
に
5
年
後
の
実
用
化
を

目
指
す
。
刊
E
C
子
会
社
の
N
E
C

通
信
シ
ス
テ
ム
（
東
京
・
港
）

と
共
同
で
、
暗
号
化
に
必
要

な
装
置
な
ど
を
試
作
し
た
。

新
技
術
を
使
え
ば
、
診
療
情

報
を
既
存
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
別
の
医
療
機
関
に
送
っ

た
り
、
遺
伝
情
報
な
ど
外
部

に
漏
れ
て
は
な
ら
な
い
デ
ー

タ
を
電
子
カ
ル
テ
に
記
入
し

て
保
管
し
た
り
で
き
る
。

量
子
暗
号
は
膨
大
な
時
間

さ
え
か
け
れ
ば
い
ず
れ
は
解

読
で
き
る
従
来
の
暗
号
と
は

発
想
が
根
本
的
に
異
な
る
。

一
部
の
研
究
機
関
な
ど
が
専

用
の
回
線
を
設
置
し
て
、
デ

ー
タ
通
信
に
利
用
し
て
い

る
。
利
用
拡
大
に
向
け
た
研

究
開
発
が
選
ん
で
い
る
。

開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
で

は
、
ま
ず
専
用
の
装
置
で
保

護
し
た
い
電
子
カ
ル
テ
な
ど

の
情
報
を
暗
号
化
す
る
。
暗

号
を
解
く
の
に
必
要
な
鍵
も

一
緒
に
作
り
、
専
用
の
回
線

に
つ
な
が
っ
た
暗
号
管
理
用

の
パ
ソ
コ
ン
に
送
る
。
こ
の

パ
ソ
コ
ン
か
ら
患
者
の
ス
マ

ホ
に
鍵
を
渡
す
。
患
者
が
来

▼
量
子
暗
号
　
情
報
を
見

え
な
く
す
る
暗
号
や
解
読
に

使
う
鍵
を
光
の
粒
（
光
子
）
で

や
り
と
り
す
る
。
極
微
の
世

界
を
支
配
す
る
量
子
力
学
の

理
論
に
基
づ
く
。
誰
か
が
通

信
の
途
中
で
盗
み
見
る
と
、

光
子
の
状
態
が
変
化
し
て
痕

跡
が
必
ず
残
る
た
め
、
見
ら

れ
て
い
な
い
安
全
な
光
子
だ

け
を
使
え
ば
安
全
性
は
保
て

る
。
理
論
的
に
盗
聴
が
不
可

能
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ラ
ン
ダ
ム
な
数
字
の
組
み

合
わ
せ
で
頂
号
を
作
る
た

吟
、
ど
ん
な
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
計
算
能
力
が
高
ま
っ

て
も
解
読
は
で
き
な
い
。
「
究

極
の
暗
号
技
術
」
と
呼
ば
れ

る。

院
し
た
と
き
に
、
暗
号
解
読

用
の
パ
ソ
コ
ン
に
ス
マ
ホ
を

か
ざ
す
と
、
鍵
が
送
ら
れ
て

カ
ル
テ
の
内
容
が
見
え
る
よ

う
に
な
る
。

暗
号
と
鍵
は
l
度
使
う
と

廃
棄
し
、
使
う
た
び
に
新
た

に
作
る
よ
う
に
し
、
安
全
性

を
さ
ら
に
高
め
る
。
導
入
贅

用
は
数
千
万
円
で
、
現
状
の

暗
号
化
技
術
と
同
程
度
と
い

う
。
現
状
で
は
定
期
的
に
暗

号
シ
ス
テ
ム
を
更
新
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
新
技
術
は
い

っ
た
ん
導
入
す
れ
ば
使
い
続

け
ら
れ
る
。
個
人
情
報
だ
け

暗
号
化
し
、
病
気
の
状
態
な

ど
医
療
関
係
者
が
見
て
も
よ

い
情
報
と
分
け
る
使
い
方
も

想
定
し
て
い
る
。
匿
名
患
者

の
カ
ル
テ
を
数
多
く
集
め
、

こ
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
解
析

す
る
こ
と
で
、
一
治
療
法
の
効

果
な
ど
が
判
定
で
き
る
よ
う

詣
酢
1
人
ず
つ
に

雛 通
番
号
を
つ
け
る
マ
イ
ナ

バ
ー
制
度
を
2
0
1
6
年

利
用
開
始
す
る
予
定
だ
。



スマホ動画テ

きょう発売

米
グ
ー
グ
ル
日
本
法
人
（
東
京
・
港
）
は
2
7
日
、
家
庭
の
テ
レ
ビ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
な
ど
を
視
聴
す
る
た

め
の
機
器
を
2
8
日
に
発
売
す
る
と
発
表
し
た
。
既
存
の
テ
レ
ビ
に
取
り
付
け
る
だ
け
で
、
グ
ー
グ
ル
の
動
画
配
倍
サ

イ
ト
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」
や
有
料
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
を
大
画
面
で
楽
し
め
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
を
抱
え
る
ネ
ッ
ト
企
業

と
放
送
会
社
の
間
で
、
テ
レ
ビ
の
視
聴
時
間
の
奪
い
合
い
が
激
し
く
な
り
そ
う
だ
。

手
軽
に
取
り
付
け

専
用
機
器
「
ク
ロ
ー
ム
キ

ャ
ス
ト
」
は
U
S
B
メ
モ
リ

ー
よ
り
や
や
大
き
な
サ
イ
ズ

で
、
高
画
質
な
映
像
の
伝
送

に
使
う
テ
レ
ビ
の
「
H
D
M

I
端
子
」
に
接
続
す
る
。
無

線
L
A
N
（
構
内
通
信
網
）

の
W
i
－
F
・
1
（
ワ
イ
フ
ァ

軍
幸
二

イ
）
通
信
機
能
を
備
え
、
家

庭
内
の
無
線
L
A
N
経
由
で

ネ
ッ
ト
か
ら
動
画
を
取
り
込

み
テ
レ
ビ
で
再
生
す
る
。

専
用
機
器
の
価
格
は
4
2

0
0
円
で
グ
ー
グ
ル
の
通
販

サ
イ
ト
の
ほ
か
、
ビ
ッ
ク
カ

メ
ラ
や
ヤ
マ
ダ
電
機
の
店
舗

で
販
売
す
る
。
米
国
で
昨
年

7
月
に
発
売
し
、
世
界
で
数

百
万
台
を
販
売
し
た
。

利
用
者
は
ス
マ
ホ
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
（
多
機
能
携
帯
端
末
）

を
リ
モ
コ
ン
代
わ
り
に
便

う
。
初
期
の
設
定
は
画
面
を

数
回
操
作
す
る
だ
け
で
済

み
、
番
組
の
再
生
や
音
量
調

節
な
ど
が
で
き
る
。

グ
ー
グ
ル
の
動
画
配
信
サ

イ
ト
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」
が

見
ら
れ
る
ほ
か
、
グ
ー
グ
ル

の
配
信
サ
イ
ト
「
グ
ー
グ
ル

プ
レ
ー
」
か
ら
日
米
の
映
画

や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
約
6

0
0
0
作
品
を
視
聴
で
き

る
。
こ
の
ほ
か
N
T
T
ド
コ

モ
の
「
d
ビ
デ
オ
」
、
K
D

D
I
の
「
ビ
デ
オ
パ
ス
」
の

動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
も
視
聴
で

き
る
。
対
応
サ
イ
ト
は
順
次

増
や
す
。
コ
ン
テ
ン
ツ
の
料

金
は
様
々
だ
が
、
グ
ー
グ
ル

プ
レ
ー
の
場
合
は
l
本
あ
莞

り
3
0
0
～
4
0
0
円
程

度
、
d
ビ
デ
オ
は
月
額
5
0
I

O
円
で
見
放
題
だ
。

外
出
先
で
ス
マ
ホ
で
見
て

い
た
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
の
続

き
を
へ
帰
宅
し
て
テ
レ
ビ
の

大
画
面
で
み
る
こ
と
も
可

能
。
H
n
M
I
端
子
の
付
い

た
テ
レ
ビ
な
ら
ば
高
精
細
な

映
像
を
映
し
出
せ
る
た
め
、

パ
ソ
コ
ン
画
面
に
遜
色
な
い

画
質
で
表
示
で
き
る
。

ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
動
画

な
ど
を
視
聴
す
る
機
器
で

は
、
テ
レ
ビ
メ
ー
カ
ー
各
社

、
米
グ
ー
グ
ル
で
ク
ロ
ー
ム

キ
ャ
ス
ト
を
担
蛍
す
る
マ
ー

ジ
ド
・
べ
不
軌
卜
氏
は
2
7
日

の
記
者
会
見
で
l
「
操
作
が
簡

単
で
、
利
用
者
は
使
い
慣
れ

た
自
身
の
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン

と
し
て
使
え
る
」
と
強
調
し

た
。
同
社
は
偲
価
格
と
使
い

や
す
さ
を
強
み
に
普
及
左
目

鹿
す
。
米
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
サ

イ
ダ
ー
の
調
査
に
よ
る
と
、

珊
ー
グ
ル
は
米
国
の
動
画
配

の
専
用
機
器
市
場
で
、
ア

プ
ル
な
ど
に
次
ぐ
3
位
に

け
て
い
る
了

グ
ー
グ
ル
の
狙
い
は
消
贅

者
が
ユ
ー
チ
皐
リ
ブ
な
ど
遼

の
「
ス
マ
ー
ト
テ
レ
ビ
」
の

ほ
か
、
セ
ッ
ト
ト
ッ
プ
ボ
ッ

ク
ス
と
呼
ぶ
外
付
け
機
器
な

ど
が
あ
る
。
海
外
勢
で
も
米

ア
ッ
プ
ル
が
「
ア
ッ
プ
ル
T

V
」
、
米
ア
マ
ゾ
ン
・
ド
ッ

ト
・
コ
ム
が
ゲ
ー
ム
も
で
き

大
手
放
送
局
も
対
抗

ネ
ッ
ト
活
用
、
主
導
権
争
う

グ
ー
グ
ル
の
「
ク
ロ
ー
ム

キ
ャ
ス
ト
」
の
よ
う
な
仕
組

み
や
サ
ー
ビ
ス
は
、
テ
レ
ビ

の
画
面
を
〝
独
占
″
し
て
き
た

添
送
局
大
手
に
と
言
脅
威

と
な
る
。
放
送
各
社
は
有
力

コ
ン
テ
ン
ツ
の
ネ
ッ
ト
配
信

で
収
益
確
保
を
狙
う
ほ
か
、

「
放
送
と
通
信
の
融
合
」
を

に
ら
ん
だ
新
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
で
対
抗
す
る
構
え
。
ネ
ッ

ト
企
業
と
の
主
導
権
争
い
に

拍
車
が
か
か
り
そ
う
だ
。

四
日
に
定
例
記
者
会
見
し

た
テ
レ
ビ
朝
日
の
早
河
洋
社

長
は
グ
ー
グ
ル
の
発
表
を
受

け
て
「
（
ネ
ッ
ト
の
伸
長
は

テ
レ
ビ
の
衰
退
に
つ
な
が
る

と
い
う
）
悲
観
儀
も
あ
る
が
、

我
々
も
ネ
ッ
ト
に
力
点
を
置

い
て
い
る
。
ゼ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
と
と
ら
ー
私
時
代
の
波
に

乗
っ
て
い
き
た
い
」
と
強
調

した。

る
セ
ッ
ト
ト
ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス

を
米
国
で
発
売
し
て
い
る
。

米
グ
ー
グ
ル
の
ク
ロ
ー
ム

キ
ャ
ス
ト
は
他
社
の
専
用
機

器
に
比
べ
価
格
が
3
～
5
割

程
度
安
い
。
自
社
の
動
画
配

信
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、

N
T
T
ド
コ
モ
や
K
℃
D
I

の
サ
ー
ビ
ス
も
ま
と
め
て
提

供
す
る
の
が
特
徴
だ
。

視
聴
す
る
機
会
を
増
や
し
、

広
告
収
入
増
に
つ
な
げ
る
こ

と
だ
。
閲
覧
者
が
多
い
ほ
ど
、

配
信
す
る
広
告
の
価
値
が
高

ま
る
。
そ
の
た
め
に
グ
ー
グ

亮
上
で
商
用
化
を
検
討
す

る。
」

発
表
し
た
。
映
像
配
信
に
加

え
て
テ
レ
ビ
電
話
に
よ
る
対

面
サ
ポ
ー
ト
や
安
否
確
認
な

ど
の
独
自
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

三
二
∴
㍉
‖
十

シ
ニ
ア
向
け
の

夷
証
実
験
開
始

N
T
T
ぷ
ら
ら

N
T
T
ぷ
ら
ら
は
2
7
日
、

シ
ニ
ア
層
向
け
に
開
発
し
た

ス
マ
ー
ト
テ
レ
ビ
の
実
証
実

験
を
2
9
日
か
ら
は
じ
め
る
と

二
㍉
二
言
－

ど
や
端
末
を
使
え
る
方
式
を

テ
レ
ビ
朝
日
は
動
画
配
信

サ
ー
ビ
ス
「
テ
レ
朝
動
画
」

で
、
ド
ラ
マ
や
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
番
組
な
ど
の
最
新
作
や
過

義
の
人
気
作
品
を
有
料
配

信
。
人
気
の
あ
る
コ
ン
テ
ン

ツ
の
ネ
ッ
ト
配
信
に
力
を
入

れ
始
め
て
い
る
。

放
送
と
通
信
の
融
合
毒
見

据
え
た
サ
ー
ビ
ス
も
始
ま
っ

て
い
る
。
今
年
3
月
、
フ
ジ

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
は
C
S
放
送

と
同
じ
番
組
を
周
じ
時
間
帯

に
ネ
ッ
ト
配
信
す
る
有
料
え

ッ
ト
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
始

N
H
K
は
昨
年
9
月
か

ネ
ッ
ト
と
放
送
を
融
合
し

情
報
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
。

芝
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
シ

ー
プ
、
三
菱
電
機
が
開
発

た
対
応
テ
レ
ビ
を
持
つ
視

者
は
、
総
合
テ
レ
ビ
の
番

を
み
な
が
ら
、
関
連
す
る

報
や
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
同

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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通信適度LTEの叩噂琴

第5世代携帯20年実用化

総
務
省
は
N
T
T
ド
コ
モ

な
ど
と
共
同
で
、
現
在
の
1

0
0
倍
の
速
さ
の
高
速
通
信

が
で
き
る
第
5
世
代
（
5
G
｝

と
呼
ば
れ
る
携
帯
通
信
シ
ス

テ
ム
を
開
発
す
る
。
高
精
細
．

な
立
体
映
像
な
ど
容
量
の
大

き
い
デ
ー
タ
も
ス
ム
ー
ズ
に

送
受
信
で
き
る
。
5
G
は
欧

州
や
中
韓
な
ど
も
開
発
を
急

ぐ
。
日
本
は
圏
内
企
業
の
技

術
が
国
際
模
準
に
な
る
よ
う

に
官
民
挙
げ
て
開
発
し
、
2

0
2
0
年
に
世
界
に
先
駆
け

て
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
。

開
発
や
国
際
模
準
化
の
た

め
の
官
民
の
協
議
会
を
年
内

に
も
設
け
る
。
民
間
で
は
ド

コ
モ
や
K
D
D
I
、
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
の
携
帯
大
手
3
社
の

は
か
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
や
シ

ャ
ー
プ
、
富
士
通
と
い
っ
た

端
末
や
基
地
局
の
メ
ー
カ
ー

借
方
式
が
主
流
。
年
内
に
割

り
当
て
る
周
波
数
を
使
っ
た

第
4
世
代
（
4
G
）
携
帯
の

サ
ー
ビ
ス
が
1
6
年
ご
ろ
に
は

始
ま
る
。
た
だ
そ
れ
よ
り
先

の
技
術
の
導
入
に
は
は
っ
き

り
し
た
工
程
表
が
な
か
っ

た。
総
務
省
は
5
G
の
実
用
化

を
2
0
年
と
す
る
工
程
表
を
つ

く
っ
た
。
L
T
E
の
1
0
0

倍
、
4
G
の
1
0
倍
の
毎
秒
1
0

㌔
（
㌔
は
1
0
億
）
増
を
性
能

面
の
目
標
に
す
る
。

現
行
の
フ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ

ン
と
比
べ
て
解
像
度
が
4
倍

年
内
に
官
民
協
議
会
国
際
標
準
め
ざ
す

も
参
加
し
そ
う
だ
。
総
務
省
　
国
内
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
　
の
4
K
と
い
う
次
世
代
ハ
イ

は
1
5
年
度
か
ら
、
5
G
携
帯
　
（
ス
マ
ホ
）
は
1
0
年
に
サ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
試
験
放
送
が
采

の
開
発
費
を
予
算
要
求
す
る
ビ
ス
が
始
ま
っ
た
L
T
E
月
か
ら
始
ま
る
。
現
行
の
1
6

こ
と
を
検
討
す
る
。

（
3
・
9
世
代
）
と
い
う
通
倍
の
8
K
も
1
6
年
に
試
験
放

送
が
始
ま
る
。
大
容
量
の
た

め
L
T
E
だ
と
映
像
が
途
切

れ
て
し
ま
う
が
、
．
5
G
で
は

ス
ム
ー
ズ
に
流
せ
る
。

各
国
と
も
5
G
の
実
用
化

を
め
ざ
す
時
期
や
速
度
な
ど

性
能
面
の
目
標
は
似
た
り
寄

っ
た
り
だ
。
大
量
の
デ
ー
タ

を
運
び
や
す
い
高
い
周
波
数

帯
を
使
う
技
術
や
基
地
局

ど
う
し
を
干
渉
さ
せ
な
い
技

術
な
ど
が
重
要
と
さ
れ
る

が
、
ど
の
圏
も
採
用
す
る
技

術
す
ら
ま
だ
定
ま
っ
て
い
な

い。
国
内
で
は
す
で
に
ド
コ
モ

な
ど
が
研
究
開
発
を
始
め
て

い
る
。
総
務
省
や
大
学
な
ど

の
研
究
機
関
も
参
加
し
て
オ

ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
体
制
を
組

み
、
加
速
す
る
。
企
業
や
研

究
機
関
が
開
発
を
分
担
で
き

効
率
化
に
つ
な
が
る
。
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新幹線内で無料動画
JR東海が配信試験

映画やニュースなど

東
海
旅
客
鉄
道
（
1
R
東

海
）
は
2
9
日
、
東
海
道
新
幹

線
の
車
内
で
無
料
の
動
画
・

情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
「
N
7

0
0
コ
ン
テ
ン
ツ
ラ
ウ
ン

ジ
」
の
実
証
試
験
を
始
め
る

と
発
表
し
た
。
実
験
は
6
月

か
ら
9
月
末
ま
で
。
最
新
鋭

の
車
両
5
編
成
に
配
借
用
サ

ー
バ
ー
を
積
み
、
乗
客
は
無

線
L
A
N
を
通
じ
て
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
夕

プ
レ
ッ
ト
（
多
機
能
携
帯
端

末
）
で
見
ら
れ
る
。

コ
ン
テ
ン
ツ
は
「
フ
ラ
ガ

ー
ル
」
な
ど
7
本
の
映
画
や

ニ
ュ
ー
ス
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
、

ア
ニ
メ
な
ど
の
動
画
、
電
子

書
籍
な
ど
で
、
日
本
テ
レ
ビ

放
送
網
や
電
通
な
ど
が
纏
供

する。最
初
に
性
別
や
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
な
ど
を
登
録
す
れ
ば

利
用
で
き
る
。
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華為、日本で格安スマホ
通信会社変更できる端末、来月に

n
u

ノ
ジ
マ
は
月
洲
円
台

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
世
界
3

位
の
中
国
・
華
為
技
術
（
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
）

は
6
月
、
利
用
す
る
通
信
会
社
を
消
費
者

が
自
由
に
選
べ
る
「
S
I
M
フ
リ
ー
」
の

ス
マ
ホ
を
日
本
で
発
売
す
る
。
家
電
量
販

店
な
ど
が
割
安
な
通
信
サ
ー
ビ
ス
と
組
み

合
わ
せ
て
販
売
す
る
「
格
安
ス
マ
ホ
」
な

ど
で
の
採
用
を
想
定
。
需
要
拡
大
を
に
ら

ん
で
最
新
機
種
を
投
入
し
、
日
本
市
場
の

開
拓
に
つ
な
げ
る
。

今
春
か
ら
海
外
で
販
売
し

て
い
る
ス
マ
ホ
の
中
位
機
種

「
ア
セ
ン
ド
G
6
」
を
6
月

下
旬
に
発
売
す
る
。
世
界
各

国
で
今
後
発
売
す
る
予
定
の

上
位
機
種
「
同
P
7
」
の
ほ

か
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
多
機
能

携
帯
端
末
）
2
機
種
も
順
次

売
り
出
す
。
い
ず
れ
も
高
速

通
信
サ
ー
ビ
ス
の
「
L
T
E
」

が
使
え
る
。

日
本
国
内
で
買
え
る
S
I

M
フ
リ
ー
の
ス
マ
ホ
は
、
6

万
円
台
後
半
か
ら
の
米
ア
ッ

プ
ル
の
「
i
P
h
O
n
e
（
ア

イ
フ
ォ
ー
ン
）
」
な
ど
に
限

ら
れ
て
い
る
が
、
G
6
は
2

万
9
8
0
0
円
と
価
格
を
大

幅
に
安
く
設
定
す
る
。

家
電
量
販
店
な
ど
で
販
売

す
る
。
消
費
者
は
端
末
を
購

入
し
、
好
み
の
通
信
会
社
が

▼
S
－
M
フ
リ
ー
痍
帯
電
話
に
は
電

話
番
号
や
契
約
先
の
通
信
会
社
な
ど
の
情

報
を
記
録
し
た
I
C
カ
ー
ド
「
S
I
M
カ

ー
ド
」
が
入
っ
て
い
る
。
特
定
の
通
信
会

社
の
S
I
M
カ
ー
ド
で
の
み
端
末
が
動
く

制
限
を
「
S
I
M
ロ
ッ
ク
」
、
制
限
が
解

除
さ
れ
た
状
態
を
「
S
I
M
フ
リ
ー
」
と

呼ぶ。カ
ー
ド
は
着
脱
可
能
。
本
来
は
利
用
者

が
端
末
と
通
信
会
社
を
自
由
に
組
み
合
わ

せ
ら
れ
る
が
、
国
内
外
の
通
信
会
社
の
多

く
は
、
短
期
で
の
解
約
を
防
ぐ
た
め
に
自

社
で
販
売
す
る
端
末
に
ロ
ッ
ク
を
か
け
て

い
る
。
欧
米
で
は
発
売
か
ら
一
定
期
間
後

に
解
除
で
き
る
場
合
が
多
い
。
日
本
で
は

N
T
T
ド
コ
モ
が
ロ
ッ
ク
解
除
の
サ
ー
ビ

ス
を
し
て
い
る
が
、
広
が
っ
て
い
な
い
。

販
売
す
る
S
I
M
カ
ー
ド
を

差
し
込
ん
で
使
え
る
。

ノ
ジ
マ
や
エ
デ
ィ
オ
ン
、

動
画
配
信
の
U
－
N
E
X
T

（
ユ
ー
ネ
ク
ス
ト
、
東
京
・

渋
谷
）
が
販
売
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
い
る
。
3
社
は
い

ず
れ
も
大
手
通
信
会
社
か
ら

回
線
を
借
り
て
安
く
提
供
す

る
「
仮
想
移
動
体
通
信
事
業

者
（
M
V
N
O
）
」
の
通
信

サ
ー
ビ
ス
と
組
み
合
わ
せ
た

プ
ラ
ン
を
そ
ろ
え
る
。
ノ
ジ

マ
の
場
合
、
音
声
通
話
付
き

の
セ
ッ
ト
料
金
は
月
3
0
0

0
円
台
前
半
に
な
る
見
通
し

だ。
米
調
査
会
社
の
I
D
C
に

よ
る
と
、
撃
為
は
2
0
1
3

年
に
世
界
で
4
8
8
0
万
台

の
ス
マ
ホ
を
販
売
。
シ
ェ
ア

は
4
・
9
％
で
、
韓
国
サ
ム

ス
ン
電
子
、
ア
ッ
プ
ル
に
次

い
で
3
位
だ
が
、
日
本
で
は

N
T
T
ド
コ
モ
な
ど
が
一
部

機
種
を
扱
う
に
と
ど
ま
っ
て

いた。総
務
省
は
通
信
料
金
の
引

き
下
げ
を
目
指
し
、
M
V
N

O
や
S
I
M
フ
リ
ー
端
末
の

普
及
に
よ
る
競
争
促
進
左
目

指
し
て
お
り
、
イ
オ
ン
や
ビ

ッ
ク
カ
メ
ラ
、
ケ
イ
・
オ
プ

テ
ィ
コ
ム
な
ど
が
S
I
M
フ

リ
ー
端
末
と
M
V
N
O
を
組

み
合
わ
せ
た
格
安
ス
マ
ホ
サ

ー
ビ
ス
を
相
次
い
で
始
め
て

い
る
。
携
帯
大
手
の
ス
マ
ホ

の
利
用
料
が
月
7
0
0
0
円

前
後
す
る
の
に
対
し
、
童
戸

通
話
付
き
で
同
3
0
0
0
円

前
後
に
抑
え
る
例
が
多
い
。

格
安
サ
ー
ビ
ス
で
は
安
く

新
し
い
端
末
を
調
達
し
に
く

い
課
題
が
あ
っ
た
。
華
為
が

格
安
サ
ー
ビ
ス
で
の
採
用
を

に
ら
ん
で
日
本
で
端
末
を
発

売
す
る
こ
と
で
、
市
場
拡
大

を
後
押
し
す
る
可
能
性
が
あ

る。
撃
為
は
1
9
8
7
年
設
立

の
通
庸
機
器
メ
ー
カ
ー

年
1
2
月
期
の
売
上
高
は
2

9
0
」
億
元
（
約
3
兆
9
0

0
億
円
）
、
純
利
益
は
2

0
億
元
（
約
3
4
0
0

円
）
。
通
信
事
業
者
向
け

イ
ン
フ
ラ
機
器
に
強
く
、

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
エ
リ
ク
ソ

と
世
界
最
大
手
の
座
を
争

ま
で
に
成
長
し
て
い
る
。



日本コカは何度も買ってもらおう
とスタンプを3セット用意した

世
界
で
4
億
人
が
登
録
す

る
無
料
通
話
・
チ
ャ
ッ
ト
ア

プ
リ
「
L
I
N
E
」
。
日
本

で
も
3
0
0
0
万
人
が
毎
日

使
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
イ
ン
フ
ラ
に
成
長
し
た
。

L
I
N
E
を
販
促
に
生
か
す

企
業
が
増
え
て
い
る
。

売
り
上
げ
3
割
増

江
崎
グ
リ
コ
の
チ
ョ
コ
菓

子
「
ポ
ッ
キ
ー
」
が
ス
ー
パ

ー
な
ど
で
前
年
比
3
割
増
の

ペ
ー
ス
で
売
れ
て
い
る
。
定

番
と
し
て
は
異
例
の
伸
び

だ
。
消
費
者
が
お
ま
け
欲
し

さ
に
商
品
に
手
を
伸
ば
す
の

は
グ
リ
コ
の
販
促
の
得
意
技

だ
が
、
お
ま
け
は
玩
具
で
は

な
い
。
「
ス
タ
ン
プ
」
と
呼

ぶ
L
I
N
E
の
会
話
で
使
う

大
き
な
絵
文
字
だ
。

「
あ
り
が
と
う
」
　
「
ご
め

ん
」
な
ど
の

費
用
は
3
0
0
0
万
円
以
上

か
か
る
が
、
テ
レ
ビ
C
M
よ

り
「
購
買
意
欲
を
直
接
引
き

出
す
効
果
が
あ
る
」
　
（
グ
リ

コ
）
と
1
T
な
ど
2
1
社
が
利

用
し
た
。
グ
リ
コ
が
昨
年
9
月
に
実

施
し
た
時
は
延
べ
2
0
0
万

人
超
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

た
。
単
純
計
算
す
る
と
1
箱

買
っ
て
も
ら
う
た
め
の
販
促

言
葉
代
わ
り

に
使
わ
れ
る

お
ま
け
は
「
ス
タ
ン
プ
」

費
は
1
5
円
。

一
見
高
く
み

え
る
が
、
ス

ス
タ
ン
プ
。

1
日
に
や
り
と
り
さ
れ
る
数

は
1
8
億
個
に
達
す
る
。
有
料

の
ス
タ
ン
プ
は
公
式
ス
ト
ア

で
1
セ
ッ
ト
2
0
0
円
。
1
3

年
に
7
0
億
円
だ
っ
た
販
売
額

は
1
4
年
に
は
約
1
2
0
億
円
ル
番
号
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
膨
ら
む
見
通
し
だ
。
　
　
の
ア
プ
リ
に
入
力
す
る
と
無

グ
リ
コ
の
ス
タ
ン
プ
は
販
料
で
手
に
入
る
。
L
I
N
E

促
用
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
。
菓
子
が
昨
春
に
始
め
た
「
マ
ス
ト

箱
に
印
刷
し
て
あ
る
シ
リ
ア
バ
イ
」
と
呼
ぶ
サ
ー
ビ
ス
だ
。

マ
ホ
の
ゲ
ー

ム
で
は
有
料
会
員
を
獲
得
す

る
た
め
の
広
告
費
は
1
人
あ

た
り
1
0
0
0
円
以
上
必
要

に
な
る
と
業
界
で
は
試
算
す

る。

効
果
は
購
入
者
に
と
ど
ま

ら
な
い
の
も
特
徴
だ
。
「
1

人
の
利
用
者
か
ら
友
だ
ち
の

間
に
瞬
く
間
に
連
鎖
的
に
広

が
っ
て
い
く
。
口
コ
ミ
の
手

段
と
し
て
費
用
対
効
果
は
高

い
」
と
日
本
コ
カ
・
コ
ー
ラ

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
は

檜
摘
す
る
。
同
社
も
サ
ッ
カ

ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
W

杯
）
に
あ
わ
せ
ス
ポ
ー
ツ
飲

料
の
販
促
に
使
う
。

「
う
ま
い
棒
」
で
も

8
日
に
は
新
サ
ー
ビ
ス

「
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
マ
ー
ケ

ッ
ト
」
が
始
ま
っ
た
。
個
人

が
自
作
の
ス
タ
ン
プ
を
4
0
個

1
0
0
円
で
販
売
で
き
る
市

場
だ
。
こ
こ
に
商
機
を
み
つ

け
た
企
業
も
あ
る
。

駄
菓
子
「
う
ま
い
樺
」
の

や
お
き
ん
（
東
京
・
墨
田
）

は
個
人
に
交
ざ
り
う
ま
い
樺

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ス
タ
ン

プ
重
冗
る
。
消
費
者
に
見
つ

け
て
買
っ
て
も
ら
わ
な
い
と

広
が
ら
な
い
が
「
お
金
を
払

っ
た
モ
ノ
は
頻
繁
に
使
っ
て

く
れ
る
」
。
話
題
に
な
れ
ば

少
な
い
投
資
で
広
告
効
果
が

膨
ら
む
と
期
待
す
る
。

中
小
や
個
人
に
も
L
I
N

E
販
促
の
道
は
広
が
り
つ
つ

あ
る
。
既
に
自
作
ス
タ
ン
プ

で
は
「
人
気
作
家
」
も
登
場
。

情
報
発
信
力
の
あ
る
消
費
者

を
自
社
の
販
促
に
登
用
す
る

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
広
が
る

可
能
性
も
秘
め
る
。
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（注）複数回害、 

「
ち
ょ
っ
と
疲
れ
ち
ゃ
い

ま
し
た
。
午
後
8
時
以
降
の

予
約
で
き
ま
す
か
」

消
費
者
と
双
方
向

予
約
し
た
り
で
き
る
。
リ
ラ

ク
の
ス
タ
ッ
フ
は
「
電
話
で

話
す
よ
り
も
ち
ょ
っ
と
し
た

思
い
や
愚
痴
も
伝
え
や
す
い

み
た
い
。
女
軽
に
問
い
合
わ

せ
て
く
れ
る
」
と
話
す
。

L
I
N
E
（
垂
尻
・
渋
谷
）

は
2
0
1
2
年
6
月
に
企
業

が
情
報
を
発
信
す
る
「
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
」
を
開
始
。
個

人
に
一
斉
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
L

合
わ
せ
が
増

人
未
満
で
月
に
何
度
も
情
報

発
信
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
は
月

5
0
0
0
円
。
双
方
向
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
て
2
週
間
で
7

0
0
0
件
の
新
規
申
し
込
み

が
あ
っ
た
。

高
視
聴
率
が
強
み

個
人
経
営
の
飲
食
店
な
ど

の
利
用
を
想
定
し
た
L
I
N

E
＠
を
大
手
が
使
う
例
も
出

て
き
た
。
タ
ワ
ー
レ
コ
ー
ド

は
2
9
店
が
独
白

2
0
代
の
女
性
が
ス
ト
レ
ッ

や
体
の
ケ
ア
に
訪
れ
る
リ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
施
設
「
リ

ク
中
目
黒
店
」
　
（
東
京
・

黒
）
。
夕
方
に
な
る
と
無

通
話
・
チ
ャ
ッ
ト
ア
プ
リ

L
I
N
E
」
に
よ
る
問
い

ぇ
㍍
店
と
気
軽
に
や
り
と
り
誹
鞘

使
う
の
は

「
L
I
N
E
＠
」
と
呼
ぶ
サ
り
と
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ

ー
ビ
ス
。
以
前
は
店
側
が
情
た
。
店
の
「
友
だ
ち
」
に
萱

報
を
発
信
す
る
だ
け
だ
っ
た
録
し
た
客
は
来
店
前
に
在
庫

が
、
1
6
日
か
ら
双
方
向
で
や
を
確
認
し
た
り
、
飲
食
店
を

I
N
E
＠
は
月
8
0
0
万
円

以
上
か
か
る
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
の
簡
易
版
だ
。
登
録
者
の

数
は
制
限
さ
れ
る
が
、
1
万

は
周
辺
の
学
校

の
通
学
時
間
な
ど
を
見
計
ら

い
割
引
ク
ー
ポ
ン
を
配
信
。

「
多
い
と
き
に
は
5
0
0
0

人
近
い
登
録
者
の
4
人
に
1

人
が
買
い
物
に
く
る
」

L
I
N
E
販
促
の
強
さ
の

ひ
と
つ
は
視
聴
率
の
高
さ
。

マ
ク
ロ
ミ
ル
の
調
査
で
は
企

業
ア
カ
ウ
ン
ト
の
情
報
開
封

率
は
5
5
％
。
1
0
％
に
満
た
な

い
メ
ル
マ
ガ
に
比
べ
高
い
。

1
2
0
0
万
人
の
登
録
者
を

抱
え
る
ロ
ー
ソ
ン
。
広
告
の

浸
透
率
は
「
関
東
地
区
の
テ

レ
ビ
視
聴
率
1
6
％
に
匹
敵
す

る
」
と
電
通
は
試
象
す
る
。

こ
う
し
た
影
響
力
の
あ
る

「
広
告
枠
」
を
他
社
に
貸
す

試
み
も
あ
る
。
大
口
ア
カ
ウ

ン
ト
が
他
社
の
商
品
を
紹

介
。
販
促
費
を
L
I
N
E
と

ア
カ
ウ
ン
ト
で
分
け
合
う
。

昨
年
末
に
サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル

ー
プ
が
実
験
。
今
も
数
社
が

ロ
ー
ソ
ン
と
協
議
す
る
。

新
し
い
販
促
ツ
ー
ル
と
し

て
も
注
目
を
集
め
る
L
I
N

E
だ
が
、
規
模
の
ジ
レ
ン
マ

も
抱
え
る
。
日
々
や
り
と
り

す
る
情
報
が
あ
ふ
れ
る
な
か

「
企
業
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
画
面

に
出
な
い
設
定
に
す
る
」
「
懸

賞
を
手
に
入
れ
た
ら
す
ぐ
友

だ
ち
を
解
消
し
ち
ゃ
う
」
－

－
。
そ
ん
な
消
贅
者
も
増
え

て
い
る
。
多
額
の
費
用
を
投
じ
た
販

促
も
話
題
に
な
ら
な
け
れ

ば
、
あ
っ
と
い
う
間
に
膨
大

な
会
話
の
海
に
埋
没
す
る
。

そ
の
ス
ピ
ー
ド
も
効
果
の
広

が
り
方
と
同
様
に
速
い
。

松
本
史
、
後
藤
宏
光
、
村
松

洋
兵
が
担
当
し
ま
し
た
。
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有望な新事業
自治体が発掘
クラウドフアンデインクを活用した自治体の中小企業支援 
出竃象事業≡≡など日置琴『苧鮎と 

表 毎 小口 出資者 �Lクラウドフアン　資金中小企業　商品開発 
rデインク事業者議嘉など　芸警望出 

配当や商品など（無償の場合も） 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
広
く
小
口
資
金
を
募
り
事
業
を
実
現
す

る
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
の
手
法
を
、
中
小
企
業
の
新
事
業

や
起
業
に
活
用
し
よ
う
と
各
自
治
体
が
動
き
出
し
た
。
大
阪
府
は
民
間

に
委
託
し
て
運
営
す
る
フ
ァ
ン
ド
を
通
じ
て
募
集
し
た
資
金
で
店
舗
開

業
や
商
品
開
発
を
促
す
。
北
海
道
や
兵
庫
県
も
2
0
1
4
年
度
内
に
フ

ァ
ン
ド
組
成
を
支
援
す
る
。
自
治
体
が
中
小
企
業
の
資
金
調
達
を
後
押

し
す
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
役
立
て
る
。

出
資
募
る
セ
ミ
ナ
ー
も

▼
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
　
企
業
な
ど
と
一
般
の

出
資
者
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
結
び
つ
け
、
不
特
定
多

数
か
ら
少
額
ず
つ
事
業
に
必

要
な
資
金
を
集
め
る
仕
組

み
。
金
融
機
関
の
融
資
や
ベ

ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
よ

る
投
資
で
は
担
い
に
く
い
小

規
模
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
の
提

供
手
法
と
し
て
注
目
さ
れ

る。

出
資
者
へ
の
見
返
り
に
現

金
な
ど
を
出
す
「
投
資
型
」

の
ほ
か
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
「
購
入
型
」
、

対
価
が
な
い
「
寄
付
型
」
が

ある。

サ
バ
ず
し
専
門
店
な
ど
の

鯖
（
さ
ば
）
や
（
大
阪
府
豊

中
市
）
は
大
阪
府
が
委
託
す

る
フ
ァ
ン
下
を
通
じ
て
、
2

回
に
分
け
て
計
2
7
9
．
0
万

円
を
調
達
し
た
。
調
達
資
金

を
活
用
し
て
1
月
に
大
阪
市

内
に
サ
バ
料
理
専
門
店
を
開

業
、
今
後
、
市
内
に
さ
ら
に

1
店
舗
と
東
京
都
内
に
も
店

を
出
す
。
東
京
は
初
出
店
と

なる。大
阪
府
は
ミ
ュ
ト
ジ
ッ
ク

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ズ
（
東
京

・
千
代
田
）
子
会
社
の
大
阪
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ズ
（
大
阪
市
）

に
フ
ァ
ン
ド
事
業
を
委
託
。

1
3
年
度
に
こ
の
仕
組
み
を
使

っ
て
鯖
や
を
含
む
料
理
店
や

化
粧
品
製
造
会
社
な
ど
1
1
社

が
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
個
人
か

ら
小
口
の
資
金
計
6
6
3
8

万
円
を
集
め
、
店
舗
開
業
や

商
品
開
発
な
ど
に
使
っ
た
。

出
資
額
は
1
人
1
万
～
3
0

万
円
。
首
都
圏
在
住
者
を
中

心
に
広
く
出
資
を
集
め
た
。

出
資
者
は
事
業
の
拡
大
に
応

じ
て
配
当
や
商
品
な
ど
を
企

業
側
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き

る。
例
え
ば
鯖
や
の
3
回
目
の

募
集
案
件
は
、
出
資
が
1
口

3
万
円
で
、
月
平
均
1
9
5
一

万
円
の
売
り
上
げ
を
達
成
で

き
れ
ば
3
万
円
全
額
が
戻

設
け
、
伸
介
会
社
に
委
託
し

て
出
資
を
募
る
。
フ
ァ
ン
ド

は
大
阪
府
の
よ
う
に
配
当
が

あ
る
「
投
資
型
」
と
す
る
。

兵
庫
県
も
県
内
企
業
を
支

援
す
る
投
資
型
フ
ァ
ン
ド
の

設
立
に
協
力
、
1
1
月
を
め
ど

に
出
資
の
募
集
を
始
め
る
。

愛
媛
県
は
今
年
度
に
県
内

企
業
へ
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

㌃
「
三
㌧
了
二

り
、
売
上
高
が
約
2
倍
の
4

0
0
万
円
に
な
れ
ば
2
千
円

近
い
配
当
が
あ
る
。
一
方
、

事
業
が
軌
道
に
乗
ら
な
け
れ

ば
出
資
額
を
割
り
込
む
リ
ス

ク
も
あ
る
。

北
海
道
は
事
業
化
に
向
け

た
調
査
費
な
ど
と
し
て
約
1

2
0
0
万
円
を
計
上
。
道
内

か
ら
フ
ァ
ン
ド
活
用
を
望
む

企
業
6
社
を
募
集
す
る
一

方
、
年
度
内
に
フ
ァ
ン
ド
を

ミ
ナ
ト
を
働
く
。
早
け

6
～
7
月
に
初
開
催

し
、
今
年
度
中
に
4
回
を
予

定
。
首
都
圏
で
駄
事
業
者
自

ら
が
個
人
投
資
象
に
向
け
て

嘗
業
の
魅
力
を
首
す
る
機

－
三
三
㌧
㍉
∵

開
催
を
計
画
す
る
。

事
業
者
へ
の
規
制
緩
和
な

ど
で
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
普
及
を
促
す
改
正
金

融
商
品
取
引
法
が
5
月
に
成

立
し
た
。
自
治
体
の
活
用
の

動
き
は
さ
ら
に
広
が
る
可
能

性
が
あ
る
。
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仁は端末保険収入や広告収入も革む 

めを∃且う（都内の家電量販店）

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
迫
髄

ド
コ
モ
並
み
月
創
円
軸
に

携
帯
電
話
の
音
声
通
話
で
料
金
定
額
制
が
広
が
っ
て
き
た
。
N
T
T
ド
コ
モ
が
6
月

1
日
に
先
行
導
入
す
る
の
に
続
き
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
も
6
月
に
も
全
て
の
国

内
通
話
を
定
額
に
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
向
け
料
金
を
導
入
す
る
。
月
2

7
0
0
円
の
ド
コ
モ
と
同
程
度
と
す
る
方
向
だ
。
K
D
D
I
（
a
u
）
も
検
討
中
。
各

社
の
童
戸
収
入
は
「
L
I
N
E
」
な
ど
対
話
ア
プ
リ
（
応
用
ソ
フ
ト
）
の
普
及
で
落
ち

込
む
。
定
額
制
で
歯
止
め
を
か
け
て
収
益
の
柱
は
デ
ー
タ
通
倍
へ
と
切
り
替
え
る
。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
現
在
、

同
社
の
契
約
者
間
の
通
話
に

限
り
月
額
9
3
4
円
（
税
抜

き
）
で
午
前
1
時
～
午
後
9

時
の
間
は
通
話
し
放
題
と
な

る
「
ホ
ワ
イ
ト
プ
ラ
ン
」
を

提
供
す
る
。
新
料
金
は
新
た

に
申
し
込
み
が
必
要
。
ド
コ

モ
や
K
D
D
I
の
契
約
者
や

固
定
電
話
と
の
間
で
も
定
額

で
通
話
で
き
る
。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
1
月
に

利
用
時
間
や
回
数
の
条
件
付

き
で
音
声
通
話
を
定
額
に
す

る
料
金
プ
ラ
ン
を
発
表
し

た
。
こ
れ
に
対
し
ド
コ
モ
が

4
月
に
条
件
を
付
け
ず
に
通

話
を
月
2
7
0
0
円
の
定
額

に
す
る
新
料
金
を
打
ち
出
し

た
。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
新
料

金
導
入
を
延
期
し
対
策
を
練

り
直
し
て
い
た
。
ド
コ
モ
の

新
料
金
の
申
し
込
み
は
2
9
日

時
点
で
1
7
0
万
件
を
突

破
。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
ド
コ

モ
と
ほ
ぼ
同
等
の
料
金
水
準

に
変
更
し
て
対
抗
す
る
。

ド
コ
モ
や
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

が
音
声
通
話
に
完
全
定
額
制

を
導
入
す
る
の
は
、
L
I
N

E
な
ど
ス
マ
ホ
の
無
料
ア
プ

リ
の
普
及
が
背
景
に
あ
る
。

メ
ー
ル
だ
け
で
や
り
取
り
す

る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
。

定
額
制
導
入
で
通
話
収
入
の

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
。

P
H
S
の
ウ
ィ
ル
コ
ム
も

3
0
日
、
利
用
時
問
や
回
数
の

条
件
を
付
け
ず
に
通
話
が
完

全
定
額
と
な
る
新
料
金
を
6

月
l
日
に
始
め
る
と
発
表
し

た
。
K
D
D
I
も
音
声
を
定

額
と
す
る
案
な
ど
新
料
金
プ

ラ
ン
を
検
討
し
て
い
る
。

音
声
通
話
を
安
定
し
た
収

益
源
と
す
る
一
方
、
伸
び
る

デ
ー
タ
通
信
を
主
軸
に
据
え

て
い
く
。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は

ド
コ
モ
と
同
様
、
家
族
で
通

信
量
を
分
け
合
う
仕
組
み
を

導
入
す
る
。
家
族
4
人
で
分

け
合
う
こ
と
で
使
い
残
し
を

減
ら
し
、
l
人
当
た
り
の
デ

ー
タ
通
信
料
が
現
状
の
半
額

程
度
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ

る。
現
在
は
1
人
当
た
り
月
7

㌔
（
㌔
は
1
0
億
）
噂
で
5
7

0
0
円
（
税
抜
き
）
が
主
力

だ
が
、
今
回
は
容
量
が
異
な

る
複
数
の
プ
ラ
ン
を
用
意
す

る
。
普
段
は
ネ
ッ
ト
を
あ
ま

り
利
用
し
な
い
人
か
ら
、
高

精
細
の
動
画
な
ど
を
頻
繁
に

視
聴
す
る
人
ま
で
幅
広
い
需

要
に
応
え
る
。
当
面
は
現
行

の
料
金
体
系
も
残
し
利
用
者

が
選
択
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
割
安
プ
ラ
ン
も
含
む
多

彩
な
サ
ー
ビ
ス
で
顧
客
を
囲

い
込
ん
で
、
デ
ー
タ
通
信
収

入
を
増
や
し
て
い
く
。


